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健
康
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
犬
山
市
は
、
３６

年
前
の
昭
和
５４
年
３
月
に
設
置
さ
れ
た
市
民
病

院
建
設
基
金
が
廃
止
さ
れ
た
の
に
伴
い
、
こ
の

基
金
（
１
億
７
，
８
２
１
万
４
，
０
２
５
円
・

平
成
２５
年
末
現
在
）
を
原
資
に
新
た
に
健
康
づ

く
り
基
金
（
仮
称
）
に
切
り
替
え
る
方
向
で
、

健
康
プ
ラ
ン
推
進
委
員
会
（
会
長
＝
富
永
祐

民
・
愛
知
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
名
誉
総
長
）
に
基

金
活
用
の
具
体
策
を
依
頼
、
１
月
９
日
、
提
言

書
と
し
て
市
へ
提
出
さ
れ
ま
し
た
。�

　
内
容
は
健
康
づ
く
り
と
予
防
医
療
の
２
本
立

て
で
、
市
で
は
市
民
か
ら
も
提
案
を
求
め
、
双

方
を
合
わ
せ
た
、
よ
り
身
近
で
具
体
的
な
健
康

づ
く
り
に
役
立
つ
よ
う
基
金
条
例
案
を
議
案
と

し
て
早
け
れ
ば
６
月
議
会
に
も
上
程
、
可
決
さ

れ
れ
ば
健
康
市
民
づ
く
り
の
施
策
に
活
か
し
た

い
、
と
し
て
い
ま
す
。�

　
　
　
　
　
　
　
（
２
ペ
ー
ジ
に
続
き
ま
す
）�
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昭
和
２９
年
４
月
の
市
制
施
行
以

来
、
１７
年
が
経
過
し
た
４６
年
９
月
、

当
時
の
小
島
清
三
市
長
が
市
議
会

全
員
協
議
会
で
市
民
病
院
建
設
の

所
信
を
表
明
し
た
こ
と
を
受
け
、

議
会
内
に
市
民
病
院
建
設
特
別
委

員
会
が
設
置
さ
れ
、
土
地
開
発
公

社
も
建
設
用
地
を
先
行
取
得
、
さ

ら
に
当
時
の
金
額
で
８
，
０
０
０

万
円
を
原
資
と
し
た
犬
山
市
民
病

院
建
設
基
金
も
設
置
さ
れ
る
な
ど
、

市
民
待
望
の
病
院
と
し
て
建
設
へ

向
け
て
計
画
が
着
々
と
進
ん
で
い

ま
し
た
。�

　
し
か
し
、
そ
の
後
の
経
済
状
況

や
犬
山
市
を
含
む
医
療
圏
の
内
部

事
情
か
ら
犬
山
市
民
病
院
建
設
基

金
の
廃
止
条
例
案
が
廃
案
と
な
り

こ
の
間
の
事
情
を
当
時
の
市
地
域

医
療
問
題
検
討
会
は
「
犬
山
市
単

独
の
高
度
医
療
を
担
う
病
院
建
設

と
運
営
維
持
は
、
膨
大
な
初
期
投

資
と
永
続
的
な
財
政
負
担
を
招
く

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、

病
床
数
の
整
備
状
況
を
鑑
み
る
と
、

現
時
点
で
は
犬
山
市
単
独
の
病
院

建
設
は
困
難
」
と
い
う
要
旨
の
報

告
書
を
提
出
し
、
２
年
後
の
平
成

１３
年
４
月
に
は
こ
れ
に
代
わ
る
犬

山
市
民
健
康
館
（
さ
ら
・
さ
く

ら
）
が
開
設
さ
れ
、
今
日
に
至
っ

て
い
ま
す
。�

　
そ
の
後
、
当
時
の
金
額
で
８
，

０
０
０
万
円
の
市
民
病
院
建
設
基

金
は
、
他
の
目
的
に
流
用
さ
れ
る

こ
と
な
く
金
融
機
関
の
金
庫
に
眠

っ
た
ま
ま
で
、
今
日
ま
で
の
３６
年

間
に
利
子
が
利
子
を
生
み
、
２
倍

以
上
の
約
１
億
７
，
８
０
０
万
円

と
な
り
ま
し
た
。�

　
「
こ
の
ま
ま
金
庫
に
眠
ら
せ
て

お
く
だ
け
で
は
も
っ
た
い
な
い
。

何
と
か
活
用
で
き
な
い
か
」
と
平

成
２３
年
１２
月
と
２６
年
３
月
の
市
議

会
一
般
質
問
に
お
け
る
基
金
条
例

の
活
用
方
法
を
受
け
て
市
側
は

「
健
康
プ
ラ
ン
推
進
委
員
会
で
基

金
の
活
用
を
議
論
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
答
弁
し
て
い
ま
し
た
。�

　
同
委
員
会
は
何
回
も
会
議
を
重

ね
、
提
言
書
を
ま
と
め
ま
し
た
。�

　
提
言
書
の
前
段
で
は
、
市
民
病

院
建
設
基
金
の
設
置
か
ら
現
在
の

状
況
を
考
察
し
た
う
え
で
、
全
会

一
致
で
基
金
を
「
生
涯
を
通
じ
た

健
康
づ
く
り
の
目
的
で
有
効
に
活

用
す
べ
き
」
と
結
論
づ
け
て
い
ま

す
。�

　
そ
し
て
、
市
民
の
健
康
寿
命
を

延
伸
す
る
と
い
う
課
題
解
決
に
向

け
て
、
市
民
病
院
建
設
基
金
に
代

わ
る
新
し
い
基
金
を
①
健
康
づ
く

り
（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業
や
食
事

に
関
す
る
事
業
、
禁
煙
推
進
事
業

な
ど
）
と
②
予
防
医
療
（
特
定
健

診
の
充
実
、
生
活
習
慣
病
予
防
健

診
や
子
ど
も
の
健
診
の
拡
充
な

ど
）
に
活
用
す
べ
き
で
あ
る
と
し

て
い
ま
す
。�

　
あ
わ
せ
て
、
基
金
を
活
用
し
た

各
種
事
業
の
具
体
的
な
検
討
・
実

施
に
あ
た
っ
て
は
、
有
識
者
や
専

門
的
な
団
体
や
市
民
団
体
の
提

案
・
要
望
に
耳
を
傾
け
、
市
民
目

線
に
立
っ
た
事
業
展
開
を
求
め
て

い
ま
す
。�

　
市
で
は
、
こ
の
提
言
を
受
け
て

新
た
な
基
金
条
例
を
作
成
し
、
議

会
に
上
程
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、

議
決
後
は
ど
の
具
体
的
な
事
業
を

い
つ
か
ら
ど
の
よ
う
に
実
施
す
る

か
、
を
取
り
組
ん
で
い
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。�

　
健
康
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に

は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
「
自

分
の
健
康
は
自
分
で
つ
く
り
・
学

ぶ
」
と
い
う
自
覚
を
持
つ
こ
と
が

必
要
で
す
。
市
で
は
市
民
の
皆
さ

ん
が
今
一
度
健
康
づ
く
り
に
つ
い

て
考
え
て
も
ら
い
、
今
回
の
市
の

進
め
方
や
基
金
を
活
用
し
た
事
業

な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
募
集
し
た

い
、
と
し
て
い
ま
す
。�

▼
問
合
せ
先
　
健
康
推
進
課�

（
蕁
６３
・
３
８
０
０
）�

　
城
下
町
の
大
火
で
被
災
し
た
住

民
を
支
援
し
、
あ
わ
せ
て
景
観
を

守
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

の
第
１
回
の
復
興
推
進
会
議
が
２

月
３
日
、
市
福
祉
会
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。�

　
主
導
し
た
の
は
官
民
で
つ
く
る

第
３
セ
ク
タ
ー
Ｔ
Ｍ
Ｏ
・
犬
山
ま

ち
づ
く
り
株
式
会
社
。
出
席
し
た

の
は
地
権
者
を
初
め
被
災
し
た
店

舗
の
経
営
者
、
地
元
住
民
、
市
職

員
ら
約
７０
人
。�

　
冒
頭
、
日
比
野
良
太
郎
社
長

（
犬
山
商
工
会
議
所
会
頭
）
が

「
た
た
き
台
と
な
る
復
興
案
を
出

さ
な
い
と
前
に
進
ま
な
い
。
５
人

の
地
権
者
の
方
が
１
人
で
も
欠
け

た
り
、
私
た
ち
に
任
せ
る
と
の
結

論
に
至
ら
な
い
限
り
着
手
は
し
な

い
」
と
述
べ
、
配
布
し
た
図
面
の

コ
ピ
ー
（
後
で
回
収
）
を
元
に
復

興
案
を
説
明
し
ま
し
た
。�

　
こ
れ
に
よ
る
と
①
今
年
４
月
の

犬
山
祭
ま
で
に
被
災
地
を
一
括
更

地
に
し
た
い
。
費
用
は
所
有
地
の

広
さ
や
被
災
し
た
物
件
の
重
量
に

も
よ
る
が
、
出
き
る
限
り
安
く
見

積
も
っ
て
１
戸
当
た
り
３
０
０
〜

１
，
７
０
０
万
円
、
合
計
４
，
１

０
０
万
円
と
な
る
②
坪
当
た
り
１６

・
５
万
円
と
し
て
各
戸
ご
と
に
土

地
を
買
い
上
げ
、
ま
た
は
借
り
上

げ
こ
こ
に
道
路
側
に
沿
っ
て
長
屋

形
式
を
５
等
分
し
た
２
階
建
て
の

共
同
住
宅
を
来
年
４
月
の
犬
山
祭

ま
で
に
間
に
合
わ
せ
る
③
１
口
１

万
円
以
上
の
寄
付
を
募
る
と
と
も

に
現
在
３
，
０
０
０
万
円
の
資
本

金
を
２
倍
に
し
、
市
か
ら
も
応
分

の
１
，
５
０
０
万
円
の
増
額
を
お

願
い
し
た
い
―
と
い
う
も
の
。�

　
こ
れ
に
対
し
質
問
し
た
の
は
、

全
員
が
地
権
者
と
入
居
者
。
「
何

の
相
談
も
な
く
進
ん
で
お
り
心
外
。

ま
ず
地
権
者
だ
け
を
集
め
て
話
し

合
う
べ
き
で
は
」
と
か
「
人
生
も

生
活
も
一
変
。
父
の
位
牌
す
ら
持

ち
出
せ
ず
何
も
な
い
。
今
は
食
べ

て
い
く
の
に
精
い
っ
ぱ
い
」
、「
が

れ
き
の
撤
去
費
用
は
も
っ
と
安
く

で
き
る
は
ず
。
見
積
も
り
は
ど
こ

が
し
た
の
か
」
な
ど
厳
し
い
意
見

が
続
出
し
ま
し
た
。�

　
途
中
、
市
担
当
課
長
か
ら
「
本

物
の
城
下
町
を
市
が
指
導
し
て
お

り
、
類
焼
を
免
れ
た
部
材
を
残
す

な
ど
し
て
、
で
き
る
限
り
復
元
に

努
力
し
て
ほ
し
い
。
専
門
家
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
復
興
作
業
を
す

る
の
も
選
択
肢
の
一
つ
で
あ
り
、

市
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
き
ま

す
」
と
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
を
目
指
し
て
い
る
市
の
政
策
に

あ
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
よ

う
訴
え
ま
し
た
。�

　
次
回
は
地
権
者
だ
け
を
対
象
に
、

２
月
末
か
３
月
初
め
に
開
か
れ
ま

す
。
　
　
　
　
（
文
責
・
山
田
）�

　第９回の春の犬山キャンペーンが、今

年も３月１日贍から６月７日贍まで、国

宝犬山城や城下町を中心に始まりました。�

　主な行催事は次の通り。�

○キャンペーン特典　キャンペーンマッ
プを見せるだけで、市内１４６店・施設

で様々な割引やサービスが受けられま

す。犬山観光案内所などで配布。�

○ぶらり城下町スタンプラリー　キャン
ペーン参加店のスタンプを３か所集め

ると、抽選で犬山温泉宿泊券や商品券

などをプレゼント。�

○犬山串グルメ春の陣　参加店自慢の串
に刺しただんごやパンなどのメニュー

が市内各所で味わえます。�

○風流お花見船　船上から桜並木と犬山
城を眺める遊覧船。３月２８日～４月

１２日。料金は大人５００円、子ども（小

学生）１００円。�

�

○犬山城遊覧船　新緑を楽しむ１５分の
船旅。４月２５日～５月２４日。料金は

大人５００円、子ども（小学生）１００円。�

○お花見人力車　４月１日～６日。木曽
川遊歩道。所要時間１０分、料金１，０００

円（定員２人）。�

○お笑い人力車　期間中の贖贍贇。吉本
の若手お笑い芸人が城下町を日替わり

で車夫を務めます。所要時間１５分、

料金１，０００円（定員２人）。�

○犬山お笑い休憩処　期間中毎週土曜日、
中本町の城下町観光案内所。吉本芸人

の「いわしてんぐ」が支配人となり、

２組の芸人によるネタバトルなど。�

　そのほか、「わん丸君が参上！」や「城

下町宝探しゲーム」、「お笑いパン屋」

など。�

▼問合せ先　犬山観光案内所�

　　　　　　（蕁６１・６０００）�

市民も応募を�

健
康
健
康
づ
く
り
く
り
基
金
基
金�

健
康
づ
く
り
基
金�

春の犬山�キャンペーン�春の犬山�キャンペーン�春の犬山�キャンペーン�
城下町や� 木曽川畔で�

3月1日～� 6月7日�

第
１
回
の
城
下
町
復
興
会
議

城
下
町
復
興
会
議�

第
１
回
の
城
下
町
復
興
会
議�

←
�

←
�

景
観
を
守
る
ま
ち
づ
く
り
を�

城下町の火災現場城下町の火災現場�城下町の火災現場�

※
１３
ペ
ー
ジ
に
「
自
治
体
の
防
火
対
策
」
の
記
事
が
あ
り
ま
す
。�
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申請
はお済みですか！？

　犬山市に住所を有する小学４年生から高校３年生（１８歳年度末）までの児童・生徒で健康保険に加入し

ている者�

※他の福祉医療制度（障害者・精神障害者・母子父子家庭）を受給されている方は子ども医療よりも優先

　される為、子ども医療費受給者証の交付対象外となります。�

○４市町の医療機関等に限り窓口で精算できます�
　平成２７年４月診療分から、犬山市・江南市・大口町・扶桑町の医療機関などに限り、受給者証を提示す

ることで、医療費（保険診療分）の自己負担分が次の表のようになります。�

　医療機関・保険薬局窓口での医療費（保険診療分）の自己負担分�

○受給者証の送付について�
　平成２７年１月９日に送付しました、「子ども医療費受給者証交付申請書」を記入の上、返送いただいた人

につきまして、平成２７年３月下旬に受給者証を発送します。申請がお済みでない人は、下記のものを持参

の上、犬山市役所　保険年金課　医療担当までお越しください。�

　申請に必要なもの�

　１　健康保険証（対象のお子様のもの）�

　２　印鑑（朱肉をつかうもの）�

○その他�
　上記の４市町以外の医療機関などにかかった場合や、受給者証を提示せずに医療機関などへかかった際

は、払戻しの申請が利用できます。下記のものを持参の上、犬山市役所　保険年金課もしくは各出張所に

て払戻しの申請をしてください。�

　払戻申請に必要なもの�

　１　健康保険証（対象のお子様のもの）�

　２　印鑑（朱肉をつかうもの）�

　３　領収書（名前・診療点数・一部負担金の記入されたもの）�

　４　振込先のわかるもの（預金通帳等）�

　５　保険給付金支給証明書（ご加入の保険から高額療養費及び附加給付金が支給された場合）�

平成２７年４月診療分から、小学４年生～高校３年生（１８歳年度末）までの�

子ども医療費助成制度の利用方法が変わります！！�

《対象者》�

【問合せ先】　保険年金課　医療担当（蕁４４・０３２８）�

対　象　年　齢� 通　　　院� 入　　　院�

小学４年生～中学３年生� １割負担� 自己負担分無し�

１割負担� １割負担�
高校１年生（１６歳）～�
３年生（１８歳年度末）�

�

　固定資産税は、固定資産の価格、すなわち「適正な時価」を課税標準としており、その課税標準の計算
の基となるのが「評価額」です。�
　この評価額を土地と家屋の資産価格の変動に対応し、適正で均衡のとれた価格になるよう3年ごとに見
直しを行う制度を評価替えといいます（地方税法第341条）。�

平成27年度は固定資産の評価替えの年です�平成27年度は固定資産の評価替えの年です�

◆評価替えとは�◆評価替えとは�

〈地目の認定〉�
　固定資産を評価する場合、登記簿の地目に係らず、その年の1月1日の現況の地目で評価します。�

〈土地の評価方法〉�
　○市街化区域、市街化調整区域の宅地等……………………【路線価評価方式】�
　　状況の類似する地区ごとに標準的な宅地を選定し、「適正な時価」を決定します。�
　　この評価を基に街路ごとの路線価を定め、土地の地積などを考慮して評価額を決定します。�
　○市街化調整区域の宅地等以外………………………………【字単価（状況類似）評価方式】�
　　状況の類似する地区ごとに標準的な田、畑、山林などを選定し、「適正な時価」を決定します。�
　　この評価を基に字ごとの単価を定め、土地の地積を乗じて評価額を決定します。�

〈今回の評価替えにより〉�
　「路線価」、「字単価」の見直しが行われます。�

　　参考路線価……天神町一丁目（犬山駅東口 ロータリー）�
　　平成24年度　92，400円/㎡　　�
　　　→平成27年度　93，800円/㎡（予定）�

　※犬山市内全域の路線価が記載された「路線価図」は、�
　　4月1日贓以降に税務課の窓口で閲覧することができます。�

◆土地の評価�◆土地の評価�

〈家屋の評価額〉�
　家屋の評価額は「再建築費」と「経年減点補正率」をかけて計算します。ただし、算出した評価額が前
年度の価格を超える場合には、原則として前年度の価格に据え置きます。�

〈再建築費とは〉�
　同じ家屋を同じ場所でもう一度建てるのに必要とされる建築費を、国が定めた評価基準に基づいて計算
したものです。評価替えでは、過去3年間の建築物価の変動率をかけて再建築費を計算し直します。�

〈経年減点補正率とは〉�
　家屋を建築後に経過した年数によって生ずる損耗の状況による減価率です。評価額は家屋が古くなると
下がって行き、3年に１度の評価替えの年に経過年数に応じて下がります。ただし、評価額が下限まで下
がりきっている古い家屋はそれ以上下がることはありません。（一般的な木造住宅では25年、軽量鉄骨造
住宅では30年の経過で下限に達します。）�

日　時：4月1日贓～30日賍　午前8時30分～午後5時15分（贖贍贇を除く）�
場　所：税務課資産税グループ�
縦覧できる方：固定資産税の納税者及び同居の親族等�
　※本人確認用に身分証明書の提示が必要です。また、代理人や所有者が法人の場合は委任状が必要です。�
　※同期間中に閲覧も実施しています。詳しくは市ホームページをご覧ください。�
▼問合せ先：税務課資産税グループ（蕁44・0315）�

◆家屋の評価�◆家屋の評価�

土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧�土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧�
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認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認

知
症
の
人
と
そ
の
家
族
を
支
え
、

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。�

▼
と
き
　
３
月
２７
日
贔
午
後
１
時

３０
分
〜
３
時
　
▼
と
こ
ろ
　
市
役

所
２
０
４
会
議
室
　
▼
内
容
　
認

知
症
と
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

の
役
割
な
ど
　
▼
対
象
　
市
内
在

住
の
人
　
▼
参
加
料
　
無
料�

▼
定
員
　
先
着
２０
人
　
▼
申
込
み

高
齢
者
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

犬
山
南
地
区
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
（
蕁

６２
・
２
２
７
０
）
ま
た
は
、
長
寿

社
会
課
高
齢
者
あ
ん
し
ん
相
談
セ

ン
タ
ー
（
蕁
４４
・
０
３
２
５
）
へ�

��

����
　
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

「
ナ
イ
ス
で
犬
山
」
の
一
員
と
し

て
、
観
光
客
へ
犬
山
の
魅
力
を
案

内
し
ま
せ
ん
か
。�

▼
と
き
　
４
月
１２
日
贍
・
２６
日

贍
、
５
月
１０
日
贍
・
１７
日
贍
午
後

１
時
〜
４
時
　
▼
と
こ
ろ
　
犬
山

城
と
城
下
町
の
名
所
　
▼
対
象

高
校
生
以
上
　
▼
定
員
　
２０
人
　

▼
受
講
料
　
１
，
０
０
０
円�

▼
持
ち
物
　
筆
記
用
具
　
▼
申
込

み
　
３
月
２５
日
贓
ま
で
に
市
観
光

協
会
（
蕁
６１
・
２
８
２
５
）
へ

（
贖
贍
贇
は
不
可
）�

�����

　
専
門
の
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
（
進
路
・
就
職
相
談
の
専
門

家
）
に
よ
る
個
別
相
談
と
適
性
診

断
を
実
施
し
ま
す
。�

▼
と
き
　
３
月
２６
日
賍
午
後
１
時

〜
５
時
（
１
人
３５
分
ま
で
）�

▼
と
こ
ろ
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
犬
山

プ
レ
ハ
ブ
会
議
室
　
▼
対
象
　
無

業
の
状
態
に
あ
る
若
者
（
１５
歳
〜

概
ね
４０
歳
）
、
子
ど
も
の
就
職
に

悩
み
が
あ
る
保
護
者
　
▼
定
員

６
人
　
▼
費
用
　
無
料
　
▼
申
込

み
　
前
日
ま
で
に
電
話
で
い
ち
の

み
や
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
（
蕁
０
５
８
６
・
６４
・
６
３
４

９
　
齎
〜
贖
午
前
１０
時
〜
午
後
５

時
受
付
）
へ
（
厚
生
労
働
省
委
託

事
業
）�

���

　
現
在
、
国
際
観
光
セ
ン
タ
ー

「
フ
ロ
イ
デ
」
１
階
相
談
室
で
行

っ
て
い
ま
す
が
、
４
月
よ
り
市
役

所
２
階
フ
ロ
ア
に
変
更
さ
れ
ま
す

（
相
談
日
、
時
間
に
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
）
。
利
用
の
際
に
は
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
相
談
日
　
毎
週
火
曜
日
・
金
曜

日
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
４
時
３０

分
（
贇
贍
は
除
く
。
正
午
〜
午
後

１
時
ま
で
は
休
憩
）
　
▼
相
談
場

所
　
市
役
所
２
階
フ
ロ
ア
　
▼
相

談
内
容
　
国
民
年
金
及
び
厚
生
年

金
に
関
す
る
資
格
、
受
給
等
に
つ

い
て
の
相
談
（
た
だ
し
、
年
金
額
、

加
入
期
間
の
確
認
は
で
き
ま
せ

ん
）
　
▼
定
員
　
当
日
先
着
２０
人�

������������

　
今
年
米
寿
の
宇
野
藤
雄
画
伯
は
、

犬
山
市
羽
黒
生
ま
れ
、
在
住
の
洋

画
家
。
舞
妓
の
魅
力
を
独
創
的
な

芸
風
で
現
わ
し
、
海
外
か
ら
も
高

く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
民
文

化
会
館
大
ホ
ー
ル
の
緞
帳
の
原
画

製
作
者
で
あ
り
、
現
在
も
制
作
の

傍
ら
全
国
各
地
で
画
塾
を
開
き
、

門
弟
の
育
成
に
力
を
注
い
で
い
ま

す
。�

▼
と
き
　
３
月
１４
日
贖
〜
２２
日
贍

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
　
▼
と
こ

ろ
　
小
弓
の
庄
（
月
曜
日
休
館
）

▼
入
場
料
　
無
料
　
▼
問
合
せ
先

小
弓
の
庄
（
蕁
６８
・
３
７
６
７
）�

※
期
間
中
毎
日
、
先
着
１０
人
に
、

宇
野
藤
雄
画
伯
の
著
書
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
。�

　
日
差
し
が
ぽ
か
ぽ
か
と
暖
か
く

な
り
、
お
出
か
け
シ
ー
ズ
ン
到

来
！
リ
ト
ル
ワ
ー
ル
ド
春
の
お
す

す
め
は
、
民
族
衣
装
で
七
変
化
！

フ
ラ
ン
ス
・
ア
ル
ザ
ス
地
方
の
伝

統
的
な
衣
装
や
韓
国
の
チ
マ
・
チ

ョ
ゴ
リ
な
ど
様
々
な
衣
装
を
着
て
、

プ
チ
世
界
一
周
旅
行
を
楽
し
も
う
。

　
ご
家
族
と
春
休
み
の
思
い
出
作

り
に
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。�

�����������

　
日
本
モ
ン
キ
ー
パ
ー
ク
で
は
、

３
月
７
日
〜
４
月
６
日
ま
で
「
ウ

ル
ト
ラ
マ
ン
ギ
ン
ガ
ワ
ー
ル
ド
〜

「
集
ま
れ
！
ウ
ル
ト
ラ
１０
勇
士
＆

ウ
ル
ト
ラ
６
兄
弟
〜
」
を
開
催
。

　
ウ
ル
ト
ラ
ヒ
ー
ロ
ー
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
シ
ョ
ー
を
は
じ
め
、
実
際

に
Ｔ
Ｖ
で
使
用
し
て
い
た
撮
影
セ

ッ
ト
な
ど
が
登
場
！
ウ
ル
ト
ラ
ヒ

ー
ロ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
特
撮
の
世

界
を
親
子
で
お
楽
し
み
い
た
だ
け

ま
す
。�

▼
開
催
期
間
　
３
月
７
日
贖
〜
４

月
６
日
贐
　
▼
と
こ
ろ
　
催
事
館

▼
入
場
料
　
３
０
０
円
（
２
歳
以

上
）�

※
入
園
料
別
途
必
要�

▼
問
合
せ
先
　
日
本
モ
ン
キ
ー
パ

ー
ク
（
蕁
６１
・
０
８
７
０
）�

▼
と
き
　
３
月
１５
日
贍
午
後
１
時

３０
分
か
ら
（
９０
分
程
度
）
　
▼
と

こ
ろ
　
市
図
書
館
２
階
展
示
室
　�

▼
講
師
　
紙
か
ら
く
り
保
存
会
会

員
　
▼
対
象
　
幼
児
か
ら
大
人
ま

で
　
▼
定
員
　
３０
人
（
小
学
校
低

学
年
以
下
は
保
護
者
同
伴
）
　�

▼
材
料
費
　
１
個
１
５
０
円�

▼
持
ち
物
　
は
さ
み
、
木
工
用
ボ

ン
ド
、
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
り
、
千
枚

通
し
、
新
聞
紙
１
日
分
　
▼
申
込

み
　
３
月
１
日
贍
午
前
１０
時
３０
分

か
ら
図
書
館
（
蕁
６２
・
６
３
０

０
）
へ�

��

　
日
頃
の
介
護
に
つ
い
て
の
悩
み

を
打
ち
明
け
相
談
し
た
り
、
お
互

い
に
情
報
交
換
し
な
が
ら
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。�

▼
と
き
　
３
月
２７
日
贔
午
後
３
時

〜
３
時
３０
分
　
▼
と
こ
ろ
　
市
役

所
２
０
４
会
議
室
　
▼
対
象
　
市

内
在
住
の
自
宅
で
介
護
を
し
て
い

る
人
、
介
護
経
験
者
　
▼
参
加
料

無
料
　
▼
定
員
　
先
着
２０
人�

▼
申
込
み
　
高
齢
者
あ
ん
し
ん
相

談
セ
ン
タ
ー
犬
山
南
地
区
サ
ブ
セ

ン
タ
ー
（
蕁
６２
・
２
２
７
０
）
ま

た
は
、
長
寿
社
会
課
高
齢
者
あ
ん

し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー
（
蕁
４４
・
０

３
２
５
）
へ�

　�
��

　
諏
訪
哲
史
氏
は
、
名
古
屋
市
出

身
で
、
「
ア
サ
ッ
テ
の
人
」
で
２

０
０
７
年
に
第
５０
回
群
像
新
人
文

学
賞
と
第
１
３
７
回
芥
川
賞
を
同

時
に
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

小
説
「
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
遠
景
」

や
エ
ッ
セ
ー
「
ス
ワ
氏
文
集
」
な

ど
の
作
品
を
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
な
お
、
講
演
終
了
後
に
サ
イ
ン

会
を
行
い
ま
す
。
（
サ
イ
ン
は
、

会
場
で
購
入
さ
れ
た
本
に
限
り
ま

す
）�

▼
と
き
　
３
月
１４
日
贖
午
後
２
時

〜
（
開
場
１
時
３０
分
〜
）
　
▼
と

こ
ろ
　
南
部
公
民
館
講
堂
　
▼
講

師
　
諏
訪
哲
史
氏
　
▼
演
題�

「
犬
山
線
と
文
庫
本
―
犬
山
を
経

由
し
た
２０
代
の
青
春
」
　
▼
定
員

３
５
０
人
　
▼
入
場
料
　
５
０
０

円
（
自
由
席
）�

※
チ
ケ
ッ
ト
は
南
部
公
民
館
（
蕁

６８
・
０
８
３
４
）
、
市
立
図
書
館

（
蕁
６２
・
６
３
０
０
）
で
販
売
中
。�

※
未
就
学
児
の
入
場
は
お
断
り
し

ま
す
。�

す
　
わ
　
て
つ
し�

リトルワールド　犬山市民優待入園割引券�
大　人（１８歳以上）…1,000円（通常１,７００円）×　 人�
高校生……………… 1,000円（通常１,１００円）×　 人�
幼　児（３歳以上）…200円（通常　３００円）×　 人�

シルバー（６５歳以上）…1,000円（通常１,３００円）×　 人�
小 中 学 生……………500円（通常　７００円）×　 人�

※　に人数を記入してください�

日本モンキーパーク　犬山市民優待入園割引券�

おとな（中学生以上）�
こども（２ 歳 以 上）�

※催事館入館料別途必要�600円×　　人（通常１,１００円）�
300円×　　人（通常 ６００円）�

有効期限：平成２７年３月７日贖～４月３０日賍�

※　に人数を記入してください�

有効期限：平成２７年３月２日贐～３１日齎�

日本モンキーパーク�

『ウルトラマンギンガ�

ワールド開催』�

日本モンキーパーク�

『ウルトラマンギンガ�

ワールド開催』�

■
リ
ト
ル
ワ
ー
ル
ド�

■
図
書
館
工
作
教
室�

「
で
ん
で
ん
太
鼓
」�

　
を
作
ろ
う
！�

■
「
諏
訪
哲
史
氏
」�

　
講
演
会�

■
介
護
者
交
流
会�

■
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー�

　
養
成
講
座�

■
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア�

　
ガ
イ
ド
養
成
講
座�

　
受
講
者
募
集�

■
若
者
の
就
労
無
料
相
談�

■
４
月
よ
り
年
金
相
談
の�

　
場
所
が
変
わ
り
ま
す
！！
�

小弓の庄�
開館１５周年記念�
特別展�

「宇野藤雄画伯の�
　世界」�
「宇野藤雄画伯の�
　世界」�

������

　
３
０
０
本
の
し
だ
れ
梅
が
花
開

く
大
縣
神
社
（
楽
田
）
の
梅
ま
つ

り
が
、
３
月
２２
日
ま
で
次
の
通
り

開
か
れ
ま
す
。�

▽
３
月
３
日
齎
午
前
１１
時
＝
人
形

焼
納
祭
　
▽
１５
日
贍
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
＝
豊
年
祭
（
稚
児
行
列
、

大
鏡
餅
奉
納
、
飾
り
車
・
神
幸
行

列
パ
レ
ー
ド
、
尾
張
太
鼓
、
歌
謡

シ
ョ
ー
、
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
）�

▽
２１
日
贖
午
前
１０
時
＝
詩
吟
（
午

後
１
時
〜
３
時
）
、
梅
華
能
（
鑑

賞
無
料
）
　
▽
２２
日
贍
午
前
１０
時

〜
＝
姫
宮
敬
神
講
社
大
祭
、
大
正

琴
、
呈
茶
席
、
菓
子
即
売
会�

※
３
月
１５
日
以
外
の
土
曜
、
日
曜

に
は
朝
市
を
開
催
。�

▼
問
合
せ
先
　
大
縣
神
社
（
蕁
６７

・
３
５
４
９
）�

市制施行６０周年記念事業�

大
縣
神
社�

3
月
２２
日
ま
で�
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広報いぬやま　Ｈ２７・３・１号� 広報いぬやま　Ｈ２７・３・１号�

採用種目�自衛隊幹部候補生（歯科・薬剤科）�

▼申し込み・問合せ先　自衛隊愛知地方協力本部　小牧地域事務所（蕁７３・２１９０）�
　　　　　　　　　　　ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｍｏｄ.ｇｏ.ｊｐ/ｐｃｏ/ａｉｃｈｉ/

自 衛 官 等 採 用 案 内 �自 衛 官 等 採 用 案 内 �自 衛 官 等 採 用 案 内 �

応募資格�
（歯科）�

平成２８年４月１日現在日本国籍を有する
２０歳以上３０歳未満の方で、学校教育法に
基づく大学において正規の歯学の課程を
修めて卒業した人（平成２８年３月卒業見
込みの者を含む）�

応募資格�
（薬剤科）�

５月１６日贖�１次試験�
３月１日贍～５月１日贔�受付期間�
平成２８年３月下旬から４月上旬�採用時期�

平成２８年４月１日現在日本国籍を有する２０歳以
上２６歳未満の方で、学校教育法に基づく大学に
おいて正規の薬学の課程を修めて卒業した人（平
成２８年３月卒業見込みの者を含む）大学院にお
いて、薬学修士の学位を受けた人は２８歳未満�

採用種目� 自衛隊幹部候補生�

応募資格�

平成２８年４月１日現在日本国籍を有する
２２歳以上２６歳未満の方（大学院の修士課
程を修了したもの（平成２８年３月学位取
得見込みを含む）にあっては２８歳未満の
方）�

５月１６日贖、１７日贍�
（１７日は飛行要員希望者のみ）�

１次試験�

３月１日贍～５月１日贔�受付期間�

平成２８年３月下旬から４月上旬�採用時期�

▼と　き　４月４日贖・５日贍　　　　　　　　
午前１０時～午後４時（雨天中止）�

▼ところ　市体育館南側歩道�
▼募集数　１０コマ（応募多数の場合は先着順）�
▼対　象　市内在住または在勤で２０歳以上の人（営
利目的の業者は除く）�

▼出店料　１コマ　３，５００円（２日間）�
▼販売品目　一般家庭の不用品（日用品、衣類品、
食器類など）に限る�

　【販売できないもの】貴金属など高価なもの、食
料品、酒類、骨董品など法律上規制のあるもの、
動物、危険物、その他本目的の趣旨に反するもの�

▼申込み　３月１８日贓必着で、はがきに郵便番号、
住所、氏名・年齢・電話番号・勤務先名など（犬
山在勤の人のみ）、販売品目を記入し、必ず開催
要項を見ていただいた後、「要項承諾済」と明記
のうえ、犬山お城まつりリサイクル・フリーマー
ケット係（犬山商工会議所内　〒４８４－８５１０　犬
山市天神町１－８　蕁６２・５２３３）へ�

※開催要項は犬山商工会議所ホームページ（ＵＲＬ
ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｉｎｕｙａｍａ-ｃｃｉ.ｏｒ.ｊｐ）を見てく
ださい。また、開催要項を希望の人は犬山商工会
議所まで連絡してください。�

出店者�
募　集�

　
日
本
最
大
級
の
謎
解
き
宝
探
し

ゲ
ー
ム
、
い
よ
い
よ
最
終
章
が
開

幕
！�

　
こ
れ
ま
で
に
４０
万
人
以
上
が
参

加
し
た
明
治
探
険
隊
。�

„
探
険
の
書
“
に
記
さ
れ
て
い
る

謎
を
解
き
、
明
治
村
内
に
隠
さ
れ

た
宝
箱
を
探
し
出
す
た
め
、
多
く

の
方
々
が
頭
と
体
を
駆
使
し
、
友

だ
ち
や
家
族
と
と
も
に
挑
戦
し
て

き
ま
し
た
。�

　
そ
の
探
険
隊
も
、
い
よ
い
よ
フ

ァ
イ
ナ
ル
。
探
険
隊
フ
ァ
ン
の
皆

さ
ん
、
最
後
の
宝
箱
を
見
つ
け
出

す
こ
と
は
で
き
る
か
な
？
そ
し
て
、

ま
だ
参
加
し
て
い
な
い
あ
な
た
、

こ
れ
が
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
！
フ
ァ

ミ
リ
ー
や
カ
ッ
プ
ル
、
友
達
同
士

み
ん
な
で
楽
し
い
謎
解
き
探
険
に

挑
戦
し
よ
う
！�

���

　
３
月
７
日
〜
６
月
２８
日�

　
鹿
鳴
館
で
使
用
さ
れ
た
竹
塗
蒔

絵
長
椅
子
や
旧
東
宮
御
所
の
菊
花

御
紋
章
付
肘
掛
椅
子
、
東
京
駅
貴

賓
室
の
お
召
用
椅
子
な
ど
、
明
治

村
が
所
蔵
す
る
家
具
の
な
か
か
ら

２０
数
点
を
期
間
限
定
で
特
別
展
示

し
ま
す
。�

　
明
治
・
大
正
期
の
近
代
建
築
の

室
内
空
間
を
彩
っ
た
家
具
を
と
お

し
て
、
近
代
に
お
け
る
イ
ン
テ
リ

ア
デ
ザ
イ
ン
の
変
遷
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
ま
た
、
蓄
音
機
の
実
演

（
※
日
曜
日
限
定
）
も
行
い
ま
す
。�

　
ぜ
ひ
、
オ
ー
デ
ィ
オ
の
原
点
に

触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。�

▼
と
き
　
３
月
７
日
贖
〜
６
月
２８

日
贍
　
▼
と
こ
ろ
・
問
合
せ
先
博

物
館
明
治
村
（
蕁
６７
・
０
３
１

４
）�

���

　
平
成
２７
年
度
の
利
用
者
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。
申
請
書
は

各
申
込
み
先
に
あ
り
ま
す
。�

○
犬
山
市
民
農
園
（
市
営
）�

▼
農
園
名
　
善
師
野
、
羽
黒
摺
墨

▼
面
積
　
１
区
画
約
２０
㎡
　
▼
年

間
利
用
料
金
　
１
㎡
当
た
り
１
５

０
〜
２
０
０
円
　
▼
募
集
区
画
数

２
区
画
（
善
師
野
１
区
画
、
羽
黒

摺
墨
１
区
画
）
　
▼
対
象
　
市
内

在
住
の
人
　
▼
申
込
み
　
３
月
５

日
賍
〜
２０
日
贔
ま
で
に
農
林
治
水

課
（
蕁
４４
・
０
３
４
２
）
へ�

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
３
月

２３
日
贐
に
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。�

○
市
民
フ
ァ
ー
ム�

　
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
開
設
）�

▼
農
園
名
　
善
師
野
、
犬
山
妙
覚

▼
面
積
　
１
区
画
約
２０
㎡
　
▼
年

間
利
用
料
金
　
１
㎡
当
た
り
１
５

０
〜
２
０
０
円
　
▼
募
集
区
画
数

４
区
画
（
善
師
野
２
区
画
、
犬
山

妙
覚
２
区
画
）
　
▼
対
象
　
市
内

在
住
の
人
　
▼
申
込
み
　
３
月
５

日
賍
〜
２０
日
贔
ま
で
に
犬
山
里
山

学
研
究
所
（
蕁
６５
・
２
１
２
１
）

へ�

開村50周年　春催事�開村50周年　春催事�

「明治探険隊　最終章」�
時を超えたトリック�
～初代奇想天、降臨～�

3月7日～7月26日�

第２０回 犬山お城まつり�

「リサイクル・フリーマーケット」�
犬山国際交流協会�
パート職員事務員募集�
職　　種�事務職�

勤務場所�
犬山国際観光センター内�
犬山市松本町四丁目２１番地�

業務内容�
資料作成、電話・窓口対応、経理事務、�
イベント補助など�

応募資格�
①パソコン操作経験者�
②運転免許�

勤務日数�
月１５日（贖贍贇勤務あり）�
平日：午前８時３０分～午後５時１５分�
　　　（延長あり）�

賃　　金�
日額　市のパート職員に準ずる�
（交通費は１日２００円迄支給）�

雇用期間�４月１日～平成２８年３月３１日�

募集人数�若干名�

申 込 み�
３月１２日賍までに履歴書１通�
（写真貼付）を国際交流協会長宛に郵送�
面接審査は３月１８日贓を予定しています�

問合せ先�犬山国際交流協会（蕁６１・１０００）�

※犬山市民に限り利用できます。�
※本券１枚につき、５人まで使用可。�
※他の割引券との併用不可。�
※コピー、転売不可。�
※本券をきりとり、入館窓口で提出してください。�

※犬山市民に限り利用できます。�
※本券１枚につき、５人まで使用可。�
※他の割引券との併用、団体利用は不可。�
※コピー、転売不可、世界サル類動物園は別途入園料必要。�
　〈詳細はモンキーパークホームページを見てください〉�

博物館明治村�博物館明治村�

博物館明治村　犬山市民特別ご招待券�
おとな（１８歳以上）�
シニア（６５歳以上）・大学生�
高　校　生�
小・中学生�

＊□に人数を�
　記入して�
　ください�

通常 １,７００円→ ×　　　名�
通常 １,３００円→ ×　　　名�
通常 １,０００円→ ×　　　名�
通常 ６００円→ ×　　　名�

……�
�

……………�
……………�

【3/7贖・8贍】�

無料�

開
村
５０
周
年
記
念
特
別
展�

「
デ
ザ
イ
ン
の
黎
明
」�

■
市
内
の
市
民
農
園�

　
利
用
者
募
集�
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犬
山
警
察
署
だ
よ
り�

「
安
心
」
し
て
暮
ら
せ
る

「
安
心
」
し
て
暮
ら
せ
る�

「
安
全
」

「
安
全
」
な
犬
山
市
の
確
立

な
犬
山
市
の
確
立�

「
安
心
」
し
て
暮
ら
せ
る�

「
安
全
」
な
犬
山
市
の
確
立�

広報いぬやま　Ｈ２７・３・１号� 広報いぬやま　Ｈ２７・３・１号�

���

　
転
入
、
転
居
、
転
出
な
ど
で
住

所
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
住
民
異

動
の
届
出
が
必
要
で
す
。�

　
転
入
や
転
居
の
場
合
は
、
新
し

い
住
居
地
に
住
み
始
め
て
か
ら
１４

日
以
内
に
、
転
出
の
場
合
は
、
あ

ら
か
じ
め
（
お
お
む
ね
２
週
間
前

か
ら
）
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い

（
代
理
人
に
よ
る
申
請
に
は
委
任

状
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
確
認
し
て
く
だ

さ
い
）。�

　
届
出
は
、
本
人
確
認
書
類
（
運

転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）、

印
鑑
（
代
理
人
の
場
合
）
、
転
出

証
明
書
（
転
入
時
の
み
）
を
持
っ

て
市
民
課
ま
た
は
各
出
張
所
で
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
国
外
か
ら

の
転
入
や
国
外
へ
の
転
出
に
つ
い

て
も
事
前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
ま
た
、
住
所
の
異
動
に
伴
う
国

民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
、
そ
の

他
手
当
な
ど
の
手
続
に
つ
い
て
は
、

事
前
に
各
担
当
課
に
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。�

　
３
月
中
旬
か
ら
４
月
上
旬
、
月

曜
日
や
金
曜
日
は
、
窓
口
が
混
雑

し
手
続
き
に
時
間
が
か
か
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
く
だ

さ
い
。�

▼
問
合
せ
先
　
市
民
課
（
蕁
４４
・

０
３
０
３
）�

��������

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

住
民
票
の
写
し
の
交
付
の
請
求
な

ど
が
行
う
こ
と
が
で
き
る
「
電
子

申
請
・
届
出
シ
ス
テ
ム
」
が
、
愛

知
県
の
シ
ス
テ
ム
切
り
替
え
作
業

に
よ
り
、
次
の
期
間
利
用
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
期
間
中
は
、
窓
口

や
郵
送
で
の
申
請
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。�

　
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
市
及
び
市
議
会
に
関
す
る
意
見
、

提
案
、
相
談
」
に
つ
き
ま
し
て
も

期
間
中
の
利
用
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
直
接
秘
書
企
画
課
へ
メ
ー

ル
（�

　
　
　）
を
お
願
い
し
ま
す
。�

▼
停
止
期
間
　
３
月
１
日
贍
〜
３１

日
齎
　
▼
問
合
せ
先
　
各
種
証
明

書
の
申
請
手
続
き
に
つ
い
て
は
各

担
当
課
、
市
及
び
市
議
会
に
関
す

る
意
見
、
提
案
、
相
談
に
つ
い
て

は
秘
書
企
画
課
（
蕁
４４
・
０
３
１

１
）
、
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
情

報
管
理
課
（
蕁
４４
・
０
３
０
４
）�

　
　
０１０２０１

@
ｃｉｔｙ

.ｉｎｕｙａ
ｍ
ａ
.�

ｌｇ
.ｊｐ
�

◆
市
内
の
１
月
中
の
犯
罪
発
生
総

数
は
５１
件
（
昨
年
５１
件
）
で
す
。�

　
空
き
巣
被
害
が
犬
山
南
・
犬
山

東
・
犬
山
西
学
区
で
そ
れ
ぞ
れ
１

件
発
生
し
ま
し
た
。
自
転
車
盗
被

害
が
犬
山
北
学
区
で
４
件
、
楽
田

学
区
で
３
件
、
城
東
・
犬
山
東
学

区
で
２
件
、
犬
山
南
・
羽
黒
・
犬

山
西
学
区
で
そ
れ
ぞ
れ
１
件
発
生

し
ま
し
た
。�

　あ
れ
っ
！
　
い
つ
も
見
ぬ
顔
？�

　し
ら
ぬ
顔
？
　
迷
わ
ず
通
報
！

　き
っ
と
役
立
つ
、
あ
な
た
の
直

　感
！
　�

〜
皆
さ
ん
の
情
報
が
犯
人
通
報
に

つ
な
が
り
ま
す
〜�

◎
ド
ロ
ボ
ウ
を
捕
ま
え
る
た
め
に�

　
ド
ロ
ボ
ウ
の
中
で
も
最
近
の
空

き
巣
は
、
元
非
行
集
団
構
成
員
や

暴
力
団
関
係
者
、
不
法
入
国
し
た

外
国
人
ら
が
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て

い
る
場
合
も
多
く
、
そ
の
犯
行
手

口
は
ま
す
ま
す
悪
質
、
巧
妙
化
し

て
い
ま
す
。�

◎
こ
ん
な
時
に
は
す
ぐ
１
１
０
番�

・
見
慣
れ
な
い
人
が
住
宅
街
の
中

を
付
近
の
様
子
を
う
か
が
い
な
が

ら
う
ろ
つ
い
て
い
る
。�

・
留
守
の
隣
家
で
物
音
が
す
る
。�

・
深
夜
に
閉
店
し
て
い
る
は
ず
の

店
の
中
に
人
影
が
見
え
る
。�

◎
被
害
現
場
は
そ
の
ま
ま
に
し
て

１
１
０
番�

　
被
害
現
場
に
は
、
犯
人
に
結
び

付
く
資
料
が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
で
き
る
だ
け
現
場
は
そ
の
ま

ま
に
し
て
、
す
ぐ
に
１
１
０
番
通

報
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
先
　
犬
山
警
察
署�

（
蕁
６１
・
０
１
１
０
）�

▼
愛
知
県
警
察
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

http://w
w
w
.pref.aichi.jp/pol

ice/

����

　
市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

幅
広
い
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、

「
市
民
活
動
助
成
金
」
を
設
け
て

い
ま
す
。
こ
の
助
成
金
は
、
個
性

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
促
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
地
域
に
元
気

を
与
え
る
、
創
意
と
工
夫
あ
ふ
れ

る
企
画
提
案
事
業
を
募
集
し
、
そ

の
事
業
に
必
要
な
経
費
の
一
部
を

助
成
す
る
も
の
で
す
。�

【
企
画
提
案
発
表
会
（
公
開
審

査
）】�

▼
と
き
　
４
月
１８
日
贖
　
▼
内
容

各
団
体
の
提
案
事
業
を
５
分
以
内

で
発
表
し
審
査
に
よ
り
助
成
金
額

を
決
定
　
▼
募
集
部
門
　
は
じ
め

の
一
歩
部
門
、
市
民
活
動
助
成
部

門
、
コ
ラ
ボ
・
マ
ッ
チ
ン
グ
部
門�

※
詳
細
は
募
集
要
領
を
見
て
く
だ

さ
い
。�

【
助
成
内
容
】�

▼
対
象
　
市
へ
市
民
活
動
団
体
と

し
て
登
録
し
て
あ
る
団
体
　
▼
申

込
み
　
４
月
７
日
齎
ま
で
に
所
定

の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
会
則
・
会
員
名
簿
な
ど
必
要

書
類
を
添
え
て
地
域
活
動
推
進
課

（
蕁
４４
・
０
３
４
７
　
平
日
午
前

８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分
）
ま

た
は
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

（
蕁
６１
・
７
７
１
０
　
毎
日
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
）
へ�

※
募
集
要
領
・
申
請
用
紙
は
、
市

民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
・
地
域
活

動
推
進
課
に
あ
り
ま
す
。
申
請
書

の
作
成
や
発
表
の
相
談
な
ど
も
随

時
受
け
付
け
ま
す
。�

※
市
民
活
動
団
体
の
登
録
は
地
域

活
動
推
進
課
に
て
同
時
に
受
け
付

け
て
い
ま
す
。�

���������

　
平
成
２６
年
度
の
補
助
金
の
完
了

実
績
報
告
書
は
、
平
成
２７
年
３
月

２７
日
贔
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。�

▼
問
合
せ
先
　
公
園
緑
地
課�

（
蕁
４４
・
０
３
４
５
）�

���

◆
地
域
で
行
わ
れ
る
資
源
回
収

（
３
月
分
）�

〔
犬
山
地
区
〕�

毎
週
木
曜
日
…
午
前
８
時
３０
分
〜

　
　
　
　
１０
時
　
犬
山
駅
前
通
り

　
　
　
　
発
展
会
　�

１
日
贍
…
地
産
団
地
子
供
会�

２
日
贐
…
大
本
町
町
内
会
　
奥
山

　
　
　
　
（
蕁
６１
・
２
４
１
５
）�

１４
日
贖
…
本
町
町
内
会
　
大
澤
　

　
　
　
　
（
蕁
６１
・
０
３
２
７
）�

２９
日
贍
…
上
野
住
宅
自
治
会�

〔
羽
黒
地
区
〕�

１４
日
贖
…
東
児
童
セ
ン
タ
ー
夏
祭

　
　
　
　
り
実
行
委
員
会
（
蕁
６７

　
　
　
　
・
９
３
５
０
）�

※
団
体
の
都
合
で
日
程
が
変
更
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。�

※
日
程
の
変
更
・
回
収
等
に
つ
い

て
は
各
団
体
に
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。�

◆
奨
励
金
の
申
請
は
今
年
度
中
に�

　
今
年
度
（
平
成
２６
年
４
月
〜
平

成
２７
年
３
月
）
に
実
施
し
た
資
源

回
収
奨
励
金
の
交
付
申
請
は
今
年

度
中
（
３
月
末
ま
で
）
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
先
　
ご
み
減
量
推
進
課

（
蕁
４４
・
０
３
４
４
）�

■
住
所
が
変
わ
っ
た�

　
と
き
は
届
出
を�

インターネットを利用�
した「住民票の写し�
の交付の請求」や�
「市及び市議会に�
関するご意見等」が�
３月中利用できません�

インターネットを利用�
した「住民票の写し�
の交付の請求」や�
「市及び市議会に�
関するご意見等」が�
３月中利用できません�

インターネットを利用�
した「住民票の写し�
の交付の請求」や�
「市及び市議会に�
関するご意見等」が�
３月中利用できません�

人身事故件数�
（昨年同期）�

死　者　数�
（昨年同期）�

負 傷 者 数�
（昨年同期）�

27件�
（31件）�

1人�
（0人）�

35人�
（44人）�

1月�

市内交通事故発生状況�

51件�
（51件）�

1月�

4件�
（13件）�

0件�
（3件）�

14件�
（7件）�

市内街頭犯罪発生状況�

住宅対象侵入盗�
（昨年同期）�
車上狙い�

（昨年同期）�

自転車盗�
（昨年同期）�

刑法犯総数�
（昨年同期）�

平成２６年　学区別街頭犯罪発生状況�

犬山北�

犬山南�

城　東�

今　井�

栗　栖�

羽　黒�

楽　田�

池　野�

犬山東�

犬山西�

合　計�

18�

9�

10�

1�

0�

29�

17�

6�

13�

6�

109

2�

2�

5�

0�

0�

0�

2�

0�

2�

2�

15

5�

4�

8�

0�

0�

8�

9�

2�

8�

0�

44

3�

1�

2�

0�

0�

2�

8�

2�

3�

1�

22

30�

10�

11�

0�

0�

14�

41�

0�

2�

4�

112

学　区� 侵入盗� 自動車盗�車上狙い�部品狙い�自転車盗�

■
平
成
２７
年
度
市
民�

　
活
動
助
成
金
企
画�

　
提
案
事
業
募
集�

■
住
宅
用
太
陽
光
発
電�

　
シ
ス
テ
ム
設
置
費�

　
補
助
金
の
お
知
ら
せ�

■
リ
サ
イ
ク
ル
に�

　
協
力
を�

◆エコステーション（資源物の回収拠点）開設�
エコステーション� わん丸エコステーション�

３月８日贍� ３月１５日贍� ３月２２日贍� 常　　　設�

午前９時�
　～午後４時�

午前９時�
　～正午�

午前９時�
　～正午�

平日：午前８時３０分～正午　�
　　　午後１時～３時３０分　�
土曜：午前８時３０分～１１時３０分�
　※贍贇、１２/２９～１/３は休業�

わん丸リサイクル小屋�
敷地内（上坂公園西）�南部公民館駐車場�

市 内 在 住 の 人 �

市役所西庁舎�犬山市都市美化センター　敷地内�

新聞・雑誌・雑がみ・段ボール・布類・紙パック・アルミ缶・�
スチール缶・ペットボトル・プラスチック製容器包装�

左記の品目に加えて空きびん（無色・茶色・その他）、�
廃食用油（植物性のみ）・小型家電９品目・パソコン�

と き �

�

ところ

回収品目

対 象
その他� 各 自 で 資 源 容 器 に 投 入 �

◆わん丸リサイクル小屋（リサイクル品販売）開設�

○購入品は各自午後４時までに搬出してください。�

３月８日贍�
午後１時～４時�

（抽選は午後２時３０分から）�

市内在住の人�
家具・小物類・古本などの販売�

わん丸リサイクル小屋�
（上坂公園西）�

わん丸リサイクル小屋�

と　　き�

と こ ろ�

対　　象�
一部抽選品あり�そ の 他�

実施内容�

〈注意事項〉※一葉４人まで１回限り有効　※他の割引券/サービスとの併用不可�
　　　　　　※シニア/大学生/高校生　要証明�
　　　　　　※団体利用不可　※転売禁止、コピー不可�

有効期限：平成２７年３月７日贖～８日贍�

１
日
２
０
０
円
で
　
乗
り
放
題
で
す�

▼
問
合
せ
先
　
防
災
安
全
課�

　
　
　
　
　
　
蕁
４４
・
０
３
４
６�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
　
バ
ス
を
利
用
　
し
ま
し
ょ
う�

1011
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市
民
健
康
館
の
保
健
師
・
看
護

師
が
市
役
所
に
月
に
１
回
出
向
い

て
血
圧
測
定
と
健
康
相
談
を
実
施

し
ま
す
！
喫
煙
者
向
け
に
呼
気
一

酸
化
炭
素
濃
度
測
定
も
実
施
し
ま

す
。�

※
一
酸
化
炭
素
は
タ
バ
コ
に
含
ま

れ
る
有
害
物
質
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、

ど
の
く
ら
い
有
害
物
質
を
体
内
に

取
り
込
ん
で
い
る
か
が
わ
か
り
ま

す
。�

▼
と
き
　
３
月
６
日
贔
午
前
１０
時

〜
１１
時
３０
分
　
▼
と
こ
ろ
　
市
役

所
ロ
ビ
ー
　
▼
定
員
　
な
し
（
予

約
不
要
）�

▼
問
合
せ
先�

市
民
健
康
館�

さ
ら
・
さ
く
ら�

����

　
今
回
は
、
木
曽
川
緑
地
周
辺
を

歩
く
コ
ー
ス
で
す
。
木
曽
川
の
自

然
を
感
じ
な
が
ら
健
康
づ
く
り
推

進
員
と
一
緒
に
歩
い
て
み
ま
せ
ん

か
。�

▼
と
き
　
３
月
１９
日
賍
午
前
１０
時

〜
（
約
１
時
間
）
　
▼
集
合
場
所

木
曽
川
緑
地
公
園
管
理
棟
前
　�

▼
と
こ
ろ
　
木
曽
川
コ
ー
ス�

▼
参
加
料
　
無
料
　
▼
持
ち
物

水
分
補
給
用
飲
み
物
、
歩
き
や
す

い
服
装
で
出
か
け
て
く
だ
さ
い
　

▼
問
合
せ
先
　
市
民
健
康
館
さ

ら
・
さ
く
ら
　�

※
雨
天
中
止�

　
私
た
ち
は
家
庭
や
職
場
、
学
校

な
ど
日
常
生
活
の
中
で
、
小
さ
な

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ
と
は
誰
に

で
も
あ
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

大
き
な
ス
ト
レ
ス
や
長
期
間
ス
ト

レ
ス
に
さ
ら
さ
れ
る
と
、
こ
こ
ろ

の
病
気
の
引
き
金
と
な
り
ま
す
。

近
年
、
こ
こ
ろ
の
病
気
の
な
か
で

う
つ
病
に
な
る
人
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
う
つ
病
は
誰
に
で
も
な
る

可
能
性
の
あ
る
身
近
な
病
気
で
す

が
、
自
ら
命
を
絶
っ
た
人
の
９
割

は
な
ん
ら
か
の
心
の
病
気
を
抱
え

て
お
り
、
そ
の
う
ち
最
も
多
い
の

が
う
つ
病
で
す
。
う
つ
病
に
な
る

と
冷
静
な
判
断
力
や
意
欲
が
低
下

し
て
、
他
に
解
決
方
法
は
な
い
か

の
よ
う
に
追
い
つ
め
ら
れ
て
し
ま

う
傾
向
が
あ
り
、
こ
れ
が
自
殺
に

つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

う
つ
病
の
症
状
は
自
覚
し
に
く
く
、

病
状
で
悩
ん
で
い
て
も
病
気
と
気

づ
い
て
い
な
か
っ
た
り
、
受
診
す

る
こ
と
を
た
め
ら
う
人
が
多
く
い

ま
す
。
う
つ
病
の
症
状
は
心
身
に

不
調
が
現
れ
ま
す
。
日
頃
か
ら
自

分
自
身
や
周
囲
の
人
の
調
子
に
目

を
向
け
て
み
ま
し
ょ
う
。�

◆
自
分
で
感
じ
る
症
状
…
悲
し
い
、

憂
う
つ
、
元
気
が
な
い
、
眠
れ
な

い
、
集
中
力
低
下
、
物
事
を
悪
い

ほ
う
に
考
え
る
な
ど�

◆
身
体
に
出
る
症
状
…
食
欲
不
振
、

疲
労
感
、
頭
痛
、
動
悸
、
胃
の
不

快
感
、
便
秘
な
ど�

◆
周
り
か
ら
み
て
わ
か
る
症
状
…

表
情
が
暗
い
、
元
気
が
な
い
、
涙

も
ろ
い
、
ミ
ス
が
増
え
る
、
趣
味

や
外
出
を
し
な
く
な
る
、
飲
酒
量

の
増
加
な
ど
。�

　
う
つ
病
は
、
几
帳
面
、
真
面
目
、

責
任
感
が
強
く
、
仕
事
熱
心
、
他

者
の
評
価
を
気
に
す
る
、
プ
ラ
イ

ド
が
高
い
な
ど
と
い
っ
た
な
り
や

す
い
性
格
の
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
次
の
よ
う
な
状
況
で
は
大

き
な
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
や
す
い
た

め
注
意
が
必
要
で
す
。�

◆
職
場
…
過
労
、
異
動
、
昇
進
、

離
職
　
◆
家
庭
…
妊
娠
、
出
産
、

引
越
し
、
借
金
　
◆
子
ど
も
…
友

人
関
係
、
い
じ
め
、
不
登
校
　�

◆
高
齢
者
…
病
気
、
近
親
者
の
死
、

経
済
的
・
身
体
的
不
安�

　
様
々
な
要
因
が
重
な
り
、
そ
れ

に
性
格
や
環
境
な
ど
が
相
互
に
関

係
す
る
こ
と
に
よ
り
う
つ
病
に
な

る
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。�

　
う
つ
病
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
、

ス
ト
レ
ス
を
た
め
込
ま
な
い
生
活

の
工
夫
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。�

日
常
的
に
起
こ
る
小
さ
な
イ
ラ
イ

ラ
に
は
、
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

自
分
に
あ
っ
た
ス
ト
レ
ス
解
消
法

や
入
浴
や
睡
眠
な
ど
休
養
を
し
て

心
を
す
っ
き
り
さ
せ
ま
し
ょ
う
。�

　
少
し
深
刻
な
問
題
が
起
こ
っ
た

ら
…�

①
問
題
を
整
理
し
て
、
解
決
の
た

め
の
選
択
肢
を
考
え
る�

②
優
先
順
位
を
つ
け
る�

③
自
分
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い

時
は
周
囲
に
相
談
を
す
る�

④
す
で
に
起
き
て
し
ま
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
は
、
誰
か
に
話
を
し
て

気
持
ち
を
整
理
し
て
こ
れ
か
ら
の

事
を
考
え
る�

⑤
で
き
る
だ
け
前
向
き
に
考
え
る

よ
う
に
心
が
け
る�

⑥
完
璧
を
期
さ
な
い�

　
右
記
の
対
処
を
し
て
も
、
気
持

ち
が
ふ
さ
ぐ
、
対
処
す
る
元
気
が

な
い
と
き
に
は
、
精
神
科
や
心
療

内
科
な
ど
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。�

ま
た
、
周
囲
の
人
が
悩
ん
で
い
る

と
気
づ
い
た
ら
、
声
を
か
け
て
本

人
の
話
に
耳
を
傾
け
、
必
要
な
支

援
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。�

〈
主
な
相
談
窓
口
〉�

○
あ
い
ち
こ
こ
ろ
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
３
６
５
（
蕁
０５２
・
９５１
・
２
８
８

１
　
毎
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

３０
分
）�

○
江
南
保
健
所
（
蕁
０
５
８
７
・

５６
・
２
１
５
７
　
平
日
９
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
４
時
３０
分
）�

○
市
民
健
康
館
さ
ら
・
さ
く
ら

（
蕁
６３
・
３
８
０
０
　
平
日
午
前

８
時
３０
分
〜�

午
後
５
時
１５
分
）�

����

　
３
月
１
日
〜
７
日
は
「
子
ど
も

予
防
接
種
週
間
」
で
す
。�

　
子
ど
も
の
母
子
健
康
手
帳
を
確

認
し
、
接
種
対
象
年
齢
に
あ
っ
て
、

な
お
か
つ
接
種
時
期
に
ま
だ
接
種

が
終
わ
っ
て
い
な
い
場
合
は
す
み

や
か
に
接
種
を
し
ま
し
ょ
う
。�

　
特
に
Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
風
し
ん
混

合
）
予
防
接
種
の
第
２
期
お
よ
び

二
種
混
合
予
防
接
種
の
接
種
期
間

は
今
月
３１
日
ま
で
で
す
。
ま
た
、

水
痘
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
経
過

措
置
対
象
者
（
今
年
度
限
り
３
歳

か
ら
５
歳
に
至
る
ま
で
の
人
）
の

人
は
残
り
短
い
期
間
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
医
療
機
関
に
予
約
し
接

種
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。�

※
Ｍ
Ｒ
第
２
期
‥
小
学
校
就
学
前

の
６
歳
児
、
二
種
混
合
‥
小
学
６

年
生
　
水
痘
‥
１
〜
３
歳
（
今
年

度
限
り
５
歳
に
至
る
ま
で
）�

▼
問
合
せ
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー�

�����

　
子
育
て
ガ
イ
ド
「
さ
く
ら
ん

ぼ
」
に
は
、
乳
幼
児
健
診
・
相
談
、

予
防
接
種
な
ど
の
日
程
や
、
医
療
、

福
祉
、
子
育
て
に
役
立
つ
情
報
な

ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
７
歳
６

か
月
未
満
の
子
ど
も
の
い
る
家
庭

に
、
３
月
初
旬
頃
か
ら
地
域
の
民

生
委
員
・
児
童
委
員
を
通
じ
て
配

布
さ
れ
ま
す
。�

　
年
間
の
日
程
が
載
っ
て
い
る
の

で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。�

（
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」
は
保
健
セ
ン

タ
ー
、
市
役
所
市
民
課
、
各
出
張

所
に
も
あ
り
ま
す
）�

▼
問
合
せ
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
　�

※
民
生
委
員
・
児
童
委
員
や
主
任

児
童
委
員
は
、
市
民
の
生
活
・
子

育
て
に
関
す
る
相
談
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
情
報
提
供
や
、
行
政
と
の
パ

イ
プ
役
な
ど
地
域
福
祉
が
増
進
す

る
た
め
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

情
報
や
秘
密
は�

厳
守
し
ま
す
。�

気
軽
に
声
を�

か
け
て
く
だ�

さ
い
。�

　
歴
史
や
文
化
を
ま
ち
づ
く
り
に

ど
う
活
か
す
か
、
を
討
論
し
合
う

第
３
回
中
部
歴
史
ま
ち
づ
く
り
サ

ミ
ッ
ト
が
２
月
３
日
、
国
際
観
光

セ
ン
タ
ー
フ
ロ
イ
デ
で
開
か
れ
ま

し
た
。�

　
東
海
３
県
の
９
市
町
の
首
長
ら

が
参
加
。
県
内
か
ら
は
名
古
屋
市

の
河
村
た
か
し
市
長
と
山
田
拓
郎

市
長
が
参
加
し
ま
し
た
。�

　
今
回
は
１
月
１１
日
の
城
下
町
の

大
火
を
受
け
て
、
急
き
ょ
、
防
火

対
策
も
議
題
に
取
り
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。�

　
こ
の
中
で
、
山
田
市
長
は
「
川

の
文
化
と
城
下
町
を
連
動
さ
せ
た

地
域
連
携
を
強
め
た
い
」
と
前
置

き
し
、
城
下
町
大
火
を
教
訓
に

「
地
域
文
化
資
源
を
失
い
残
念
。

水
利
や
店
舗
の
防
火
設
備
を
研
究

し
て
い
き
た
い
。
人
口
減
を
マ
イ

ナ
ス
と
し
て
と
ら
え
る
の
で
な
く
、

プ
ラ
ス
と
と
ら
え
、
量
か
ら
質
へ

歴
史
文
化
な
ど
の
付
加
価
値
を
付

け
る
こ
と
が
大
切
」
と
訴
え
ま
し

た
。�

　
こ
の
他
、
他
の
首
長
の
発
言
要

旨
は
次
の
通
り
。�

　
河
村
・
名
古
屋
市
長
　
老
舗
料

亭
の
火
災
を
契
機
に
、
地
域
に
本

物
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
が
な
い
。

住
民
主
体
の
建
物
を
守
る
取
り
組

み
が
必
要
。�

　
日
置
・
郡
上
市
長
　
大
正
の
大

火
以
来
、
軒
下
に
消
火
用
バ
ケ
ツ

を
備
え
て
い
る
。
重
要
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
（
重
伝
建
）
だ

け
に
防
火
体
制
を
強
化
。�

　
佐
藤
・
岐
阜
副
市
長
　
火
災
原

因
の
中
で
放
火
が
一
番
多
く
、
夜

間
の
防
火
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
。

暮
ら
し
の
安
全
モ
ニ
タ
ー
を
お
き
、

安
全
対
策
を
進
め
て
い
る
。�

　
中
井
・
明
和
町
長
　
夜
間
パ
ト

ロ
ー
ル
を
自
治
会
に
お
願
い
。
地

域
と
一
体
と
な
っ
た
防
火
防
犯
対

策
を
進
め
て
い
る
。�

　
武
藤
・
美
濃
市
長
　
う
だ
つ
に

よ
り
延
焼
を
防
ぐ
ま
ち
づ
く
り
を

し
て
い
る
。
江
戸
中
期
か
ら
４
回

の
大
火
が
あ
っ
た
が
、
道
路
を
４

間
に
広
げ
、
防
火
体
制
を
強
化
。�

　
可
知
・
恵
那
市
長
　
岩
村
の
重

伝
建
地
区
で
５９
軒
が
燃
え
る
大
火

の
他
、
江
戸
４
件
、
明
治
２
件
の

火
事
が
あ
り
、
水
槽
や
消
火
器
、

消
火
栓
を
設
置
。
住
民
に
よ
る
２０

グ
ル
ー
プ
の
通
報
体
制
を
組
織
。�

　
桜
井
・
亀
山
市
長
　
関
宿
が
重

伝
建
地
区
に
あ
た
り
、
警
防
計
画

を
立
て
、
防
災
防
犯
訓
練
を
行
っ

て
、
地
域
ぐ
る
み
の
安
全
対
策
を

実
施
中
。�

　
國
島
・
高
山
市
長
　
日
頃
か
ら

火
の
怖
さ
に
地
域
ぐ
る
み
で
取
り

組
み
、
グ
ル
ー
プ
で
防
火
対
策
、

消
火
栓
に
よ
る
水
の
幕
、
土
蔵
で

延
焼
を
食
い
止
め
る
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
る
。�

市�康�健� 民�コ�ー�ナ�ー�

蜷市民健康館さら・さくら（蕁６３・３８００）（ＦＡＸ６５・３０８０）贖・贍・贇を除く午前８時３０分～午後５時�
蜷保　健　セ　ン　タ　ー（蕁６１・１１７６）（ＦＡＸ６１・１７６９）�

市�康�健� 民�コ�ー�ナ�ー�

犬
山
市
「
健
康
市
民
づ
く
り
」
宣
言�

【
三
つ
の
誓
い
】
③ 

健
康
の
た
め 

心
と
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
を 

整
え
ま
す�

���

　
「
犬
山
の
土
雛
・
土
人
形
展
」

が
３
月
８
日
ま
で
下
本
町
の
ま
ち

か
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
犬

山
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。�

　
犬
山
の
土
人
形
は
幕
末
か
ら
明

治
中
期
ま
で
の
作
品
が
多
く
、
素

朴
さ
が
受
け
て
収
集
家
の
間
で
高

く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
地
元
収
集
家
の
土
田
晃
司
、
小

池
憲
雄
両
氏
の
所
蔵
品
の
一
部
、

３８
体
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。�

（
贓
・
賍
は
休
館
日
で
す
。）�

■
忘
れ
て
い
る�

　
予
防
接
種
は�

　
あ
り
ま
せ
ん
か�

■
子
育
て
ガ
イ
ド�

　
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」�

　
冊
子
の
配
布�

子ども医療費助成（払い戻し）の�
申請は出張所でもできます。�

▼対象　小学４年生から高校３年生まで�
▼申請　上記対象者の医療費について医療機
関などの窓口で支払った自己負担額の払い戻
しは、市役所または出張所にて申請が必要で
す。�
必要書類等、詳細は保険年金課医療担当�
（蕁４４・０３２８）まで問い合わせてください。�

■
市
役
所
に
て�

　
健
康
相
談�

■
ち
ょ
こ
っ
と�

　
歩
こ
う
犬
山�

第
２
次
み
ん
な
で
進
め
る
健
康
プ
ラ
ン
２１
�○�１２�

あ
な
た
の
こ
こ
ろ
は
健
康
で
す
か
？�

自治体の防火対策を発表�自治体の防火対策を発表�
中部歴史まちづくりサミット�

■
土
雛
・
土
人
形
展�

　
下
本
町
で
８
日
ま
で�

13 12



【子育て支援事業】�
3月の�

事　業　名� と　　　き� と　こ　ろ� 内　　　容� ３月の行事�対　　　象�
市内７か所�
児童館・�
児童センター�

子育て広場�
「ぽんぽこ」�

未就園の乳幼児�
（０歳から）と保護者�

毎週贐～贔�
　１０：００～１５：００�

体操・手遊び・ふれあ�
い遊び　など�

３日齎　ひなまつり会�
１９日賍　お別れ会�

東児童�
センター�

春を探しに行こう！�
（雨天時は室内での遊�
　びになります）�

※各児童館・児童センタ�
　ーでも自由に遊んでい�
　ただけます。�

パパも遊ぼう�
３月２８日贖�
　１０：３０～１１：３０�

未就園の乳幼児と�
父親（家族も歓迎）�

�

　子育て中の保護者の皆さん、児童館・児童センターに気軽につどい、仲間と交流しなが
ら楽しく子育てしませんか。そして土曜日はお父さんの出番です。「パパも遊ぼう」に参
加して子どもの時を思い出し、思い切り遊びませんか。（参加費無料）�
　詳細は、ホームページ、各児童館・児童センターのたよりで紹介しています。（日程は
変更されることもあります）　▼問合せ先　東児童センター （蕁６７・９３５０）�

各種相談コーナー（無料）�
と　　き� ところ�内　容� と　　き� ところ�内　容�

行　　政�３月２７日贔�午前１０時～午後３時� 市役所１階市民相談室�

行政書士�３月２５日贓�午後１時３０分～３時３０分�市役所１階相談室�

不 動 産 �
取 　 引 �

３月１７日齎�
午後１時～４時� 市役所１階相談室�

児童虐待�
に関する�
情報提供�

毎日（贖・贍・贇除く）�
午前８時３０分～午後５時１５分�
※電話（蕁６１・６２８８）は２４時間対応です�

子ども未来課�
（蕁４４・０３２２）�

家庭児童� 毎日（贍・贇除く）�午前９時～午後４時�
福祉会館内家庭児童相�
談室（蕁６２・４３００）�

ひとり親�
自　　立�

毎日（贖・贍・贇除く）�
午前９時～午後４時�

子ども未来課�
（蕁４４・０３２３）�

建築士に�
よる住宅�
相　　談�
（要予約）�

予約により決定�
贖・贍・贇と�
年末年始は除く�

相談者宅など�
（予約により決定）�
予約先：都市計画建築課�
（電話可蕁４４・０３３１）�

消費生活� 毎週月・木曜日（贇除く）�午後１時～５時� 市役所１階相談室�

労　　働� ３月１８日贓�午後１時～４時�

市役所１階相談室�
※予約は商工企業振興課�
（蕁４４・０３４０）�

住宅改善�
（要予約）�

相談者宅※社会福祉協�
議会（福祉会館２階）で�
予約受付（蕁６３・２９１８）�

３月１２日賍・２６日賍�
午前１０時～午後４時※虚弱な�
高齢者と身体障害者が対象�

育児援助� 毎日（贖・贍・贇除く）�午前８時３０分～午後５時�

ファミリーサポートセンター�
（市役所内）�
（蕁６３・３８１８）�

年　　金�
毎週火・金曜日（贇除く）�
午前９時３０分～午後４時３０分�
（正午～午後１時休憩）�

国際観光センター１階相談�
室　※当日先着２０人。年金�
額、加入期間の確認は不可。�

一宮年金事�
務所による�
年 金 出 張�
相談�

３月２６日賍�
午前１０時～午後３時�
（正午～午後１時休憩）�

市保険年金課年金担当で�
受付　※当日先着１２人�

毎日（贖・贍・贇除く）�
午前９時～午後５時�

さら・さくらつどいの広場�
（市民健康館内）（蕁６３・３８１７）�

毎日（贖・贍・贇除く）�
電話：午前９時～午後５時�
来所：午前１０時～午後３時�

犬山市子育て支援センター�
（橋爪子ども未来園内）�
（蕁６１・７５３３）�

毎日（贖・贍・贇除く）�
電話：午前９時～午後５時�
来所：午前１０時～午後３時�

城東第２子育て支援�
センター�
（城東第２子ども未来園内）�
（蕁６２・５６７７）�

子 育 て�

登　　記�３月１１日贓�午後１時～３時� 市役所１階相談室�

心配ごと�３月５日賍・１９日賍�午前１０時～午後３時�
福祉会館相談室�
（蕁６１・４６１３）�

ボランテ�
ィア�

毎週月曜日（贇除く）�
午前１０時～午後３時�

福祉会館相談室�
（蕁６２・６２９９）�

ポルトガル語・�
スペイン語�
外国人�

毎週金曜日�
午後１時～４時３０分� 市役所１階相談室�

英語・中国語�
タガログ語・�
外国人�

３月３日齎�
午後１時～４時３０分� 市役所１階相談室�

身体障害�
者�

３月４日贓�
午前１０時～午後３時�

福祉会館相談室�
（蕁６１・４６１３）�

知的障害�
者�

３月９日贐�
午前１０時～午後３時�

福祉会館相談室�
（蕁６１・４６１３）�

青少年の�
非行・い�
じめ�

毎日（贖・贍・贇除く）�
午前９時～午後５時�

市役所３階社会教育課�
青少年センター�
（蕁４４・０３５３）�

結　　婚�毎週土曜日　毎月第２水曜日�午前９時～正午（受付１１時３０分まで）�
福祉会館相談室�
（蕁６２・６２９９）�

弁護士に�
よる法律�
（要予約）�

４月２日賍�
※３月５日賍午後１時から�
社会福祉協議会で予約受付　�
先着９人�

福祉会館相談室�
（蕁６２・２５０８）�

児童生徒�
の不登校�
相談室�

毎日（贖・贍・贇除く）�
午前９時～午後３時�

福祉会館内適応指導教室�
「ゆう・ゆう」�
（蕁６３・０５０２）�

市　　民�毎日（贖・贍・贇除く）�午前８時３０分～午後５時�

市役所１階市民相談室�
下記時間帯は手話通訳が利用できます�
贓贔�
午前８時３０分～午後４時�

発達支援�
３月９日贐・１９日賍�
午前９時３０分～正午�
※要予約�

保健センター�
（蕁６１・１１７６）�

弁護士に�
よる消費�
生活法律�

３月２４日齎�
午後１時～４時�

市役所１階相談室�
※予約は商工企業振興課�
（蕁４４・０３４０）�

内　　職� 毎週火曜日（贇除く）�午前１０時～午後３時�
福祉会館相談室�
（蕁６１・４６１３）�

人　　権� ３月１８日贓�午後１時～４時� 南部公民館会議室３�

オープン�
議長室�
（議会の�
市政相談）�

毎日（贖・贍・贇と�
議会会期中は除く）�
※要予約�

市役所６階議長室�
議会事務局�
（蕁４４・０３０７）�

�
【一般書】�
『悪い恋人』�
『マル暴甘糟』�
『ブルース』�
『晩　鐘』�
『忍者物語』�
『ルール』�
『図書館奇譚』�
『波止場浪漫』�
『いのちの姿』�
『高い窓』�
�
【児童書（読み物）】�
（小学校低学年）�
『ともだちはぶた』�
『らくだいおばけがやってきた』�
（小学校中・高学年）�
『死神うどんカフェ１号店』�
『悪ガキ７』�
　�
【児童書（絵本）】�
（幼児向け）�
『へぇこいたのだれだ？』�
『絵本ジャングル大帝』�
『あなぐまアパート』�
『おおかみと七ひきのこやぎ』�
『おばけのあんみつ』�
『オオカミさん、いまなんじ？』�
『たんていネズミハーメリン』�
『のはらでまたね』�

井上荒野�
今野　敏�
桜木紫乃�
佐藤愛子�
東郷　隆�
堂場瞬一�
村上春樹�
諸田玲子�
宮本　輝�

レイモンド・チャンドラー�

●図書館では家庭で不要になった本を随時受け付けてい�
　ます。ただし、百科事典・全集・雑誌・ビデオは、受�
　け付けできません。�

新着紹介�
（一部）�
新着紹介�
（一部）�

●
今
月
の
一
冊�

●
図
書
館
ま
め
知
識 

　
図
書
館
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
支
援

や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
民
間
企
業
等
の
広

告
を
掲
載
す
る
図
書
館
広
告
掲
載

事
業
を
始
め
ま
し
た
。
企
業
広
告

は
、
学
習
室
の
壁
面
な
ど
に
掲
示

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
図
書
館
に

来
館
さ
れ
た
と
き
に
は
是
非
ご
覧

く
だ
さ
い
。�

　
ま
た
、
図
書
館
で
は
企
業
広
告

を
随
時
募
集
（
Ｂ
２
サ
イ
ズ
以
内

１
か
月
２
，
５
０
０
円
）
し
て
い

ま
す
。
広
告
掲
載
に
つ
い
て
は
、

犬
山
市
広
告
掲
載
審
査
会
の
審
査

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
図
書
館

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

土屋慎吾�親　切�

図
書
館
広
告
掲
載
事
業�

　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て�

●『影なし山のりん』�

●『じっちょりんのふゆのみち』�

●『キャプテン�
　　サンダーボルト』�

　
り
ん
は
、
影
な
し
山
の
こ
と

な
ら
、
な
ん
で
も
知
っ
て
い

る
。
村
と
母
を
救
う
た
め
、
月

祭
り
の
晩
に
三
つ
の
光
を
集
め

て
、
か
け
ま
わ
る
り
ん
。
そ
ん

な
り
ん
を
、
優
し
く
見
守
っ
て

い
る
き
つ
ね
岩
の
ま
な
ざ
し
が

あ
っ
た
ー
。�

　
じ
っ
ち
ょ
り
ん
家
族
は
、
冬

を
過
ご
す
た
め
、
お
じ
っ
ち
ょ

り
ん
と
お
ば
っ
ち
ょ
り
ん
の
家

へ
向
か
い
ま
す
。
途
中
、
霜
柱

の
中
か
ら
出
ら
れ
な
く
な
っ
た

仲
間
を
見
つ
け
て
…
。�

（阿部和重・�
　伊坂幸太郎 著）�

文：譁ＴＲＣ図書館流通センター�

　
蔵
王
に
墜
落
し
た
Ｂ
２９
、

公
開
中
止
に
な
っ
た
幻
の
映

画
、
迫
り
く
る
冷
酷
非
情
な

破
壊
者
…
。
世
界
を
救
う
た

め
に
、
２
人
は
走
る
。
現
代

を
代
表
す
る
人
気
作
家
、
阿

部
和
重
と
伊
坂
幸
太
郎
が
、

着
想
・
技
術
を
す
べ
て
詰
め

込
ん
だ
最
強
の
冒
険
活
劇
。�

（小野不由美 著）�

　
雨
の
日
に
鈴
の
音
が
鳴
れ

ば
、
そ
れ
は
怪
異
の
始
ま
り
。

袋
小
路
に
佇
む
喪
服
姿
の
女

を
、
決
し
て
家
の
中
に
入
れ
て

は
い
け
な
い
。
「
雨
の
鈴
」
な

ど
、
住
居
に
ま
つ
わ
る
怪
異
を

営
繕
屋
・
尾
端
が
鮮
や
か
に
修

繕
す
る
全
６
篇
を
収
録
。�

　
今
は
死
語
と
な
っ
た
女
中
と
い

う
言
葉
。
作
品
は
、
一
人
の
女
性

が
女
中
と
し
て
昭
和
初
期
か
ら
終

戦
直
前
ま
で
過
ご
し
た
一
家
族
と

の
思
い
出
を
回
想
す
る
、
直
木
賞

受
賞
作
品
で
あ
る
。
最
終
章
は
彼

女
の
姪
の
子
が
、
彼
女
の
残
し
た

言
葉
を
、
謎
解
き
風
に
展
開
さ
せ

る
。
作
品
に
登
場
す
る
記
念
館
が

あ
た
か
も
実
在
す
る
か
の
よ
う
な

錯
覚
を
読
者
に
与
え
、
読
む
人
が

そ
れ
ぞ
れ
全
く
異
な
る
感
想
を
持

つ
こ
と
も
面
白
い
。�

　
作
品
は
、
山
田
洋
次
監
督
、
松

た
か
子
主
演
で
映
画
化
さ
れ
、
好

評
を
博
し
た
。
（
図
書
館
読
書
会

「
藍
の
会
」
）
　�

『
小
さ
い
お
う
ち
』�

中
島
京
子
　
著�

明
日
ま
で
に�

こ
ん
な
に�

た
く
さ�

ん
暗
記�

し
な
き
ゃ
…�

兄
ち
ゃ
ん�

し
ん
ど
そ�

う
だ
ね�

困
っ
て
る
人
は�

す
す
ん
で�

助
け
て
あ
げ�

ま
し
ょ
う�

あ
た
し
も�

少
し�

暗
記
し
て�

あ
げ
よ
う�

か
？�

あ
っ
ち�

行
っ
て�

て
！�

●『営繕かるかや怪異譚』�
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■休日歯科診療�
電話受付時間　午前９時３０分～１１時３０分�

※（所在地）は、市町・大字小字にて表記�

と　き� 歯科医院名（所在地）� 電　話�

■休日・平日時間外の水道緊急時�
連絡先　白山浄水場（蕁６１・１２６０）�

■救急医療の案内�
○救急医療情報センター（蕁８１・１１３３）�
　　２４時間３６５日体制で、電話で医療機関の案内を行っています。�
○救急医療情報システム　http://www.qq.pref.aichi.jp/（５か国語対応）�
　　インターネットで受診可能な医療機関を検索できます。�
○小児救急電話相談（蕁＃８０００か、蕁０５２・９６２・９９００）�
　　休日などの夜間に医療相談が受けられます。�
　　★受付時間／土・日曜日、祝日の午後７時～１１時�

６３・３９８１�

６２・８８４４�

０５８７・９３・８１１８�

３月１日贍�

３月８日贍�

３月１５日贍�

（塔野地西中ノ切）�

（五郎丸鷺寺）�

（扶桑・長畑）�

しみず歯科クリニック�

すぎうら歯科�

大藪歯科医院�

高齢者の総合相談�
高齢者あんしん相談センター（長寿社会課内）（蕁４４・０３２５）�
受付時間：午前９時～午後５時（贖贍贇を除く）�

■休日（昼間）診療�

■休日（夜間）診療�

犬山市休日急病診療所（国道４１号五郎丸交差点東へ３００ｍ）�
内科・外科（蕁６２・８１００）�
受付時間：午前８時３０分～１１時３０分（診療は午前９時から）�
　　　　　午後１時３０分～４時１５分（診療は午後２時から）�

受付時間　午後５時～８時�

上段は内科系、下段は外科系（急病以外はご遠慮ください）�

と　き� 病・医院名� 電　話�

ハートクリニックさわだ�

カワムラ整形外科�

（梅　坪）�

（二の宮団地）�

６２・５５５６�

６７・１１３４�

すみれ内科クリニック�

ふなびきクリニック�

（若　宮）�

（前　原）�

６８・００２５�

６２・８８１１�

犬山駅西病院�

さとし眼科クリニック�

（高見町）�

（成海南）�

６１・２０１７�

６８・３１０４�

３月１日贍�

３月８日贍�

３月１５日贍�

�
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���

　
消
防
本
部
で
は
、
災
害
が
発
生

し
た
時
に
発
生
場
所
な
ど
の
災
害

情
報
を
２４
時
間
体
制
で
案
内
し
て

い
ま
す
。�

　
ま
た
、
平
常
時
に
も
防
火
や
災

害
対
策
に
関
す
る
情
報
、
消
防
が

行
う
催
し
物
等
の
情
報
を
案
内
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。�

▼
電
話
番
号
　
蕁
６２
・
９
１
０
０

（
２４
時
間
対
応
）�

▼
問
合
せ
先
　
消
防
本
部
救
急
通

信
課
（
蕁
６５
・
０
１
１
９
）�

��

����

　
任
期
満
了
に
よ
る
市
議
会
議
員

一
般
選
挙
が
４
月
２６
日
贍
に
行
わ

れ
ま
す
。
こ
の
選
挙
に
立
候
補
を

予
定
し
て
い
る
人
を
対
象
に
、
選

挙
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
（
当
日
、
立
候
補
関
係
書

類
な
ど
を
お
渡
し
し
ま
す
。
出
席

人
数
は
、
１
候
補
者
に
つ
き
２
人

ま
で
と
し
ま
す
）�

▼
と
き
　
３
月
１９
日
賍
午
後
２
時

〜
　
▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
５
階
５

０
１
、
５
０
２
会
議
室
　
▼
問
合

せ
先
　
市
選
挙
管
理
委
員
会�

（
蕁
４４
・
０
３
０
０
）�

��

●
犬
山
終
活
セ
ミ
ナ
ー�

▼
と
き
　
３
月
４
日
贓
午
後
１
時

〜
５
時
　
▼
と
こ
ろ
　
犬
山
国
際

観
光
セ
ン
タ
ー
フ
ロ
イ
デ
　
▼
問

合
せ
先
　
高
木
石
材
店
（
蕁
６２
・

８
８
３
３
）�

●
譟
桜
桂
会
　
希
楽
里
作
品
展�

▼
と
き
　
３
月
６
日
贔
・
７
日
贖

午
前
１０
時
〜
午
後
４
時
３０
分�

▼
と
こ
ろ
　
旧
磯
部
家
住
宅�

▼
問
合
せ
先
　
希
楽
里
（
蕁
６３
・

０
２
２
１
）�

●
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク�

　
コ
ン
サ
ー
ト�

　
「
こ
の
街
の
風�

　
コ
ン
サ
ー
ト
　
Ｖ
ｏ
ｌ.

２０
」�

　
こ
の
街
の
唄
い
手
が
集
ま
る
コ

ン
サ
ー
ト
。
早
春
の
午
後
、
お
茶

で
も
し
ま
せ
ん
か
。�

▼
と
き
　
３
月
８
日
贍
午
後
１
時

３０
分
〜
４
時
３０
分
　
▼
と
こ
ろ

楽
田
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
　
ロ
ビ

ー
　
▼
内
容
　
オ
カ
リ
ナ
、
ポ
ッ

プ
ス
、
フ
ォ
ー
ク
な
ど
　
▼
入
場

料
　
無
料
（
ド
リ
ン
ク
販
売
あ
り

ま
す
）
　
▼
問
合
せ
先
　
楽
田
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
　
服
部
（
蕁
０９０

・
７
３
１
８
・
７
７
６
４
）�

●
早
春
の
山
野
草
・�

　
雪
割
草
展
示
会�

▼
と
き
　
３
月
７
日
贖
・
８
日
贍

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
最
終
日

は
４
時
ま
で
）
　
▼
と
こ
ろ
　
南

部
公
民
館
１
階
展
示
場
　
▼
内
容

山
野
草
の
盆
景
・
石
付
け
・
寄
せ

植
え
な
ど
　
▼
入
場
料
　
無
料
　

▼
問
合
せ
先
　
北
原
（
蕁
０９０
・
１

５
６
３
・
０
６
０
１
）�

※
山
野
草
会
員
に
よ
る
余
剰
苗
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
廉
価
分
譲
を
行
い
ま

す
。�

����������

●
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
（
Ｎ
Ｗ
）
ク
ラ
ブ�

〜
平
成
２７
年
度
新
規
入
会
希
望
の

　
人
へ
の
説
明
会
〜�

▼
と
き
　
３
月
１４
日
贖
・
２２
日
贍

午
前
８
時
３０
分
〜
　
▼
と
こ
ろ

犬
山
木
曽
川
緑
地
な
ど
　
▼
持
ち

物
　
筆
記
用
具
、
初
年
度
会
費
３
，

０
０
０
円
　
▼
申
込
み
　
は
が
き

に
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、

電
話
番
号
を
記
入
し
て
〒
４８４
―
０

０
７
６
　
橋
爪
字
石
畑
７
―
２２

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
６２
・
２
７
０

９
）
上
垣
外
へ
　
▼
問
合
せ
先

小
木
曽
（
蕁
０８０
・
３
６
１
９
・
７

４
０
３
）�

●
ひ
ば
り
ヶ
丘
公
園�

　
「
芝
桜
植
花
祭
り
」�

▼
と
き
　
３
月
１５
日
贍
午
前
１０
時

〜
午
後
１
時
　
▼
と
こ
ろ
　
ひ
ば

り
ヶ
丘
公
園
内
　
▼
対
象
　
小
学

生
以
上
（
保
護
者
同
伴
を
歓
迎
）

▼
問
合
せ
先
　
飯
坂
（
蕁
６２
・
８

２
７
５
）�

※
参
加
者
に
は
参
加
賞
を
進
呈
。�

●
ゆ
い
の
わ
市�

▼
と
き
　
３
月
２９
日
贍
午
前
１０
時

〜
午
後
３
時
　
▼
と
こ
ろ
　
旧
堀

部
家
住
宅
　
▼
入
場
料
　
無
料
　

▼
問
合
せ
先
　F

aceb
o
o
k

「
ゆ

い
の
わ
市
」
　
メ
ー
ル
　

yu
in
o
w
aich

i@
g
m
ail.co

m
�

●
春
の
水
墨
画
体
験
４
回
講
座�

▼
と
き
　
４
月
１０
日
贔
・
２４
日
贔
、

５
月
８
日
贔
・
２２
日
贔
午
後
３
時

５
分
〜
４
時
４５
分
　
▼
と
こ
ろ

犬
山
国
際
観
光
セ
ン
タ
ー
フ
ロ
イ

デ
３
階
　
▼
対
象
　
４
回
受
講
で

き
る
人
　
▼
参
加
料
　
５
０
０
円

（
紙
、
お
手
本
代
含
む
）
　
▼
定

員
　
１５
人
　
▼
持
ち
物
　
習
字
道

具
一
式
、
小
皿
、
水
入
れ
、
雑
布�

▼
問
合
せ
先
　
末
永
（
蕁
６２
・
６

３
１
５
）
、
飯
田
（
蕁
７５
・
２
９

２
８
）�

���������

　
毎
年
、
こ
の
時
季
は
空
気
が
乾

燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
気

象
状
況
と
な
り
ま
す
。
犬
山
市
で

は
期
間
中
、
次
の
行
事
を
行
い
火

災
発
生
防
止
に
努
め
ま
す
。�

１
　
住
宅
防
火
訪
問�

　
市
内
８８
歳
の
高
齢
者
宅
に
伺
い
、

火
気
の
使
用
状
況
等
、
防
火
の
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

２
　
消
防
本
部
・
消
防
署
・
消
防

団
・
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
（
隊
）
に

よ
る
夜
間
防
火
広
報�

　
消
防
車
に
よ
る
夜
間
広
報
を
市

内
全
域
で
行
い
、
防
火
の
Ｐ
Ｒ
に

努
め
ま
す
。�

３
　
防
火
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示�

　
事
業
所
や
市
内
の
広
報
板
に
防

火
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
、
火
災
予

防
を
呼
び
か
け
ま
す
。�

４
　
林
野
火
災
予
防
対
策�

　
山
林
関
係
者
に
対
し
、
啓
発
文

書
を
配
布
し
ま
す
。�

５
　
放
火
防
止
対
策�

　
事
業
所
及
び
町
内
会
に
啓
発
文

書
を
配
布
し
ま
す
。�

���

３
つ
の
習
慣
　�

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。�

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。�

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。�

４
つ
の
対
策�

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
等
を
設
置
す
る
。�

○
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防

ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用
す

る
。�

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置

す
る
。�

○
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
つ
く
る
。�

〈
火
災
に
注
意
〉�

　
平
成
２６
年
中
に
お
い
て
、
犬
山

市
内
で
は
２６
件
の
火
災
が
発
生
し

ま
し
た
。
出
火
原
因
の
上
位
は
、

た
き
火
が
８
件
（
３０
・
８
％
）
、

た
ば
こ
が
４
件
（
１５
・
４
％
）
、

放
火
又
は
放
火
の
疑
い
が
２
件

（
７
・
７
％
）
で
す
。
放
火
は
、

出
火
原
因
の
な
か
で
も
毎
年
上
位

に
上
が
り
ま
す
。
死
角
と
な
る
場

所
や
深
夜
に
発
生
す
る
こ
と
が
多

く
、
発
見
の
遅
れ
に
よ
っ
て
被
害

が
拡
大
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
地
域
全
体
で
協
力
し
、
放
火

さ
れ
に
く
い
環
境
を
つ
く
り
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
や
消
火
器
を
設
置
し
、
被
害

を
軽
減
し
ま
し
ょ
う
。�

���������

●
放
火
を
防
ぐ
た
め
の
ポ
イ
ン
ト�

○
家
の
周
り
を
整
理
し
、
燃
え
や

す
い
も
の
を
置
か
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。�

○
郵
便
受
け
に
郵
便
物
を
た
め
込

ま
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。�

○
物
置
、
ガ
レ
ー
ジ
な
ど
に
鍵
を

か
け
ま
し
ょ
う
。�

○
家
の
周
り
を
明
る
く
す
る
な
ど
、

不
審
者
が
立
ち
入
り
に
く
い
環
境

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。�

○
ゴ
ミ
は
決
め
ら
れ
た
日
の
朝
に

出
し
ま
し
ょ
う
。�

○
自
動
車
、
バ
イ
ク
な
ど
の
ボ
デ

ィ
ー
カ
バ
ー
は
防
炎
製
品
の
も
の

を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。�

○
町
内
会
な
ど
で
協
力
し
、
夜
間

パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
ま
し
ょ
う
。�

▼
問
合
せ
先
　
市
消
防
本
部
予
防

防
災
課
（
蕁
６５
・
３
１
２
３
）�

民�

ひ�
ろ�
ば�

の�

市�

◇
　
　
　
　
◇
　
　
　
　
◇�

　
４
月
１５
日
号
の
締
め
切
り
は
３

月
６
日
贔
、
５
月
１
日
号
の
締
め

切
り
は
３
月
２０
日
贔
。�

春の全国火災予防運動�春の全国火災予防運動�春の全国火災予防運動�
3
月
1
日
贍
�

　
　
　
〜
7
日
贖
�

全
国
統
一
標
語
と
し
て
�

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
�

行
わ
れ
ま
す
。
�

「
も
う
い
い
か
い
�

　
　
火
を
消
す
ま
で
は
�

　
　
　
ま
あ
だ
だ
よ
」
を
�

住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る
　�

　
　
　
　
　
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト�

3
つ
の
習
慣
・
4
つ
の
対
策�

■
消
防
情
報
テ
レ
ホ
ン�

　
サ
ー
ビ
ス
の
案
内�

■
市
議
会
議
員
一
般�

　
選
挙
の
立
候
補�

　
予
定
者
説
明
会�

���

●
市
消
防
本
部
へ�

▽
消
防
広
報
車
　
１
台
　
愛
知
県

共
済
生
活
協
同
組
合�

●
市
福
祉
基
金
へ�

▽
５
０
，
０
０
０
円
　
顴
田�

●
市
環
境
保
全
基
金
へ�

▽
１
５
，
３
２
０
円
　
わ
ん
丸
リ

サ
イ
ク
ル
ク
ラ
ブ�

※
皆
さ
ん
の
善
意
は
、
市
民
活
動

や
福
祉
、
環
境
保
全
な
ど
に
役
立

て
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

■
善
意
あ
り
が
と
う
ご�

　
ざ
い
ま
す
（
敬
称
略
）�
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名経大管
理栄養学科学生の名経大管
理栄養学科学生の

２４�

平成27年3月1日号�

編
集
後
記�

　
い
よ
い
よ
待
ち
に
待

っ
た
春
の
観
光
シ
ー
ズ

ン
。
今
年
は
城
下
町
大

火
の
た
め
、
町
（
ま

ち
）
の
意
識
も
変
わ
っ

て
い
ま
す
。�

　
し
か
し
残
念
な
こ
と
、

と
悲
し
ん
で
ば
か
り
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。�

　
マ
イ
ナ
ス
面
を
ど
う

プ
ラ
ス
に
活
か
す
か
。�

　
ま
さ
に
真
価
が
問
わ

れ
る
正
念
場
で
す
。
み

ん
な
で
一
致
団
結
。
城

下
町
の
や
る
気
を
外
へ

発
信
し
よ
う
。
（
山
）�

インターネットホームページアドレス　http://www.city.inuyama.aichi.jp/�
Ｅメールアドレス　010201@city.inuyama.lg.jp　 ＦＡＸ　0568〈44〉0360

QRコード�

犬山市の人口と世帯�

人口�
男�
女�
世帯�

74,756人�
37,172人�
37,584人�

29,642世帯�
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富田　清太郎ちゃん�
（羽黒）�

平成２６年３月１７日生まれ�

きよ　た　ろう� り　こ�

小川　璃子ちゃん�
（犬山）�

平成２６年３月１２日生まれ�

　元気に大きく成長して
くれてありがとう！これ
からの成長をパパとママ
は楽しみにしてるね。�

　１歳おめでとう螢元気
に大きくなってね。�

※広報いぬやまに掲載されているホームページアドレスからの各種情報の入手については、犬山市役所秘書企画課及び市内各出張所に�
　おいて、印刷・配布サービスを行っておりますので、ご利用ください。�

〈トルティーヤ〉�
薄力粉…２１０ｇ、砂糖…小２
塩…ひとつまみ、ぬるま湯…
１／２カップ　　　　　　　
〈チリコンカン〉�
玉ねぎ…１個、合挽き肉…３００ｇ
ひよこ豆（水煮）…１００ｇ、�
トマト…１個、固形ブイヨン
…２個、チリパウダー…小２
ガラムマサラ…大１、クミン
…小２、ナツメグ…小１、�
油…小１�

名古屋経済大学管理栄養学科�
４年　荒木智恵美�

栄養価（１人分）　エネルギー：４３３Ｋｃａｌ、食物繊維：６.３ｇ�

〈トルティーヤ〉　　　　　�
①薄力粉に砂糖、塩を加えて手
で軽く混ぜ、ぬるま湯を回し
かけ、ひとかたまりになるま
でこねる。�
②たこやき（直径２.５ｃｍぐらい）
大の大きさに丸め、薄力粉（打
ち粉）をふった台に置いて、
麺棒で直径１２ｃｍほどに伸ば
す。�
③中火で熱したフライパンにの
せ、片面１～１分半焼く。�
〈チリコンカン〉�
①玉ねぎをみじん切りにし、ト
マトは角切りにしておく。�
②鍋に油とみじん切りにしてお
いた玉ねぎを入れ炒める。�

③玉ねぎに火が通ったら、合挽き肉を入れて火
が通るまで炒める。�
④角切りにしておいたトマトと固形ブイヨンを
入れ、水分がなくなるまで煮込む。�
⑤ひよこ豆とすべてのスパイスを入れ、味がな
じむまで煮込む。　�

材料（４人分）�

�

　肌寒さが残る３月ですが、時々春を感じられ気分的にも明るくなりますね。今回は、
日本ではあまりなじみはありませんが、メキシコ料理を２品紹介します。２０１０年１１月に
ユネスコの世界無形文化遺産に登録されたメキシコ料理は、食材も豊富で色鮮やかな野
菜が多く使われています。今回紹介するトルティーヤは、メキシコでは主食として食べ
られ、丸い形をしたものです。チリコンカンはメキシコのおふくろの味といわれる大人
気の料理です。トルティーヤは簡単に作れて、どんな料理にも合うので、様々な料理を
巻いたり、はさんだり、つけたりして楽しんでくださいね。�

【作り方】�

学校法人　市邨学園�

里 山 の 春 �
平成２６年第１４回犬山観光写真コンテスト�

稲垣　敏枝さん撮影�
　
下
半
分
に
黄
色
の
菜
の
花
畑
、
そ
の
上
に
ピ
ン

ク
の
梅
が
満
開
、
さ
ら
に
上
方
に
低
木
の
緑
。�

　
一
年
で
一
番
気
分
が
う
き
う
き
す
る
季
節
で
す
。�

２６０�


